
(57)【要約】

【課題】　部品コストを低減し得る共に、より狭い設置

スペースに設置することができる貯湯槽、及び該貯湯槽

を備える給湯装置を提供する。

【解決手段】　貯湯槽１の本体１０ａであって天井部１

０ｂ近傍の位置には、第１上側整流器１１の口径より小

さい口径を有し、貯湯槽１を貫通する第１及び第２貫通

管２５，２６が周方向へ配置してあり、第１及び第２貫

通管２５，２６の先端部分は、第１上側整流器１１の底

部近傍の周面をそれぞれ貫通させてある。一方、貯湯槽

１の本体１０ａであって底部１０ｃ近傍の位置には、前

同様、第１下側整流器１２の口径より小さい口径を有し

、貯湯槽１を貫通する第３及び第４貫通管２３，２４が

周方向へ配置してあり、第３及び第４貫通管２３，２４

の先端部分は、第１下側整流器１２の底部近傍の周面を

それぞれ貫通させてある。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 に 、 槽 本 体 の 内 外 を 連 通 す る 複 数 の 連 通 口 が 設 け て あ る 貯 湯
槽 に お い て 、
　 前 記 槽 本 体 の 天 井 側 に 、 １ 又 は 複 数 の 第 １ 連 通 口 が 配 設 し て あ り 、 前 記 槽 本 体 の 底 部 側
に 、 １ 又 は 複 数 の 第 ２ 連 通 口 が 配 設 し て あ り 、 前 記 槽 本 体 内 の 天 井 又 は そ の 近 傍 に 、 前 記
第 １ 連 通 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 を 、 減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 天 井 へ 導 く 上 側 整 流 部 材 が 配 置 し
て あ り 、 前 記 槽 本 体 内 の 底 部 又 は そ の 近 傍 に 、 前 記 第 ２ 連 通 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 を 、 減
速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 底 部 へ 導 く 下 側 整 流 部 材 が 配 置 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 貯 湯 槽 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 前 記 第 １ 連 通 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 の 流 路 の 断
面 面 積 よ り 大 き く 、 前 記 下 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 前 記 第 ２ 連 通 路 か ら 供 給 さ
れ る 原 水 の 流 路 の 断 面 面 積 よ り 大 き い 請 求 項 １ 記 載 の 貯 湯 槽 。
【 請 求 項 ３ 】
　 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 口 、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯
口 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 、 及 び 内 部 か ら 取 水 す る 取 水 口 が 設 け て あ る 貯 湯 槽 に お
い て 、
　 前 記 給 湯 口 は 槽 本 体 の 天 井 に 配 設 し て あ り 、 前 記 注 湯 口 は 槽 本 体 の 天 井 側 に 配 設 し て あ
り 、 前 記 給 水 口 及 び 取 水 口 は 槽 本 体 の 底 部 側 に 配 設 し て あ り 、 前 記 槽 本 体 内 の 天 井 又 は そ
の 近 傍 に 、 前 記 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 を 、 減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 天 井 へ 導 く 上 側 整 流 部
材 が 配 置 し て あ り 、 前 記 槽 本 体 内 の 底 部 又 は そ の 近 傍 に 、 給 水 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 を 、
減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 底 部 へ 導 く 下 側 整 流 部 材 が 配 置 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 貯 湯 槽 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 上 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 前 記 注 湯 口 の 断 面 面 積 よ り 大 き く 、 前 記 下 側
整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 前 記 給 水 口 の 断 面 面 積 よ り 大 き い 請 求 項 ３ 記 載 の 貯 湯 槽
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 は 、 上 側 整 流 部 材 の 内 面 に 衝 突 し て 進 行 方 向 が 天 井 へ 変 更
さ れ る よ う に し て あ り 、 給 水 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 は 、 下 側 整 流 部 材 の 内 面 に 衝 突 し て 進
行 方 向 が 底 部 へ 変 更 さ れ る よ う に し て あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 貯 湯 槽 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 取 水 口 は 下 側 整 流 部 材 の 流 路 中 か ら 取 水 す る よ う に し て あ る 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず
れ か に 記 載 の 貯 湯 槽 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 槽 本 体 に は 、 前 記 給 湯 口 か ら 外 部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め の 返 湯 口 が
、 前 記 上 側 整 流 部 材 内 へ 返 湯 す る よ う に 設 け て あ る 請 求 項 ３ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 貯
湯 槽 。
【 請 求 項 ８ 】
　 湯 水 を 貯 え る 竪 型 殻 状 の 槽 本 体 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 口 、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る
注 湯 口 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 、 内 部 か ら 取 水 す る 取 水 口 、 及 び 前 記 給 湯 口 か ら 外
部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め の 返 湯 口 が 設 け て あ る 貯 湯 槽 に お い て 、
　 前 記 給 湯 口 は 槽 本 体 の 天 井 に 配 設 し て あ り 、 前 記 注 湯 口 及 び 返 湯 口 は 槽 本 体 の 天 井 側 に
配 設 し て あ り 、 前 記 給 水 口 及 び 取 水 口 は 槽 本 体 の 底 部 側 に 配 設 し て あ り 、
　 前 記 注 湯 口 に 連 通 し た 第 １ 管 部 材 及 び 前 記 返 湯 口 に 連 通 し た 第 ２ 管 部 材 が 、 槽 本 体 内 に
延 設 し て あ り 、 両 管 部 材 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し 、 槽 本 体 内 の 天 井 近 傍 に
、 そ の 開 口 を 前 記 天 井 に 臨 ま せ て 配 置 し た 第 １ 上 側 整 流 器 内 に 、 第 １ 管 部 材 の 先 端 部 及 び
第 ２ 管 部 材 の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ せ て あ り 、
　 ま た 、 前 記 給 水 口 に 連 通 し た 第 ３ 管 部 材 及 び 前 記 取 水 口 に 連 通 し た 第 ４ 管 部 材 が 、 槽 本
体 内 に 延 設 し て あ り 、 両 管 部 材 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し 、 槽 本 体 内 の 底 部
近 傍 に 、 そ の 開 口 を 前 記 底 部 に 臨 ま せ て 配 置 し た 第 １ 下 側 整 流 器 内 に 、 第 ３ 管 部 材 の 先 端
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部 及 び 第 ４ 管 部 材 の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ せ て あ る こ と を 特 徴 と す る 貯 湯 槽 。
【 請 求 項 ９ 】
　 湯 水 を 貯 え る 横 型 殻 状 の 槽 本 体 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 口 、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る
注 湯 口 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 、 内 部 か ら 取 水 す る 取 水 口 、 及 び 前 記 給 湯 口 か ら 外
部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め の 返 湯 口 が 設 け て あ る 貯 湯 槽 に お い て 、
　 前 記 槽 本 体 内 の 天 井 に 、 前 記 注 湯 口 の 内 径 及 び 返 湯 口 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の ト ン ネ ル
状 の 第 ２ 上 側 整 流 器 が 貯 湯 槽 の 長 手 方 向 へ 設 け て あ り 、 ま た 、 槽 本 体 内 の 底 部 に 、 前 記 給
水 口 の 内 径 及 び 取 水 口 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の ト ン ネ ル 状 の 第 ２ 下 側 整 流 器 が 貯 湯 槽 の 長
手 方 向 へ 設 け て あ り 、
　 前 記 給 湯 口 、 注 湯 口 及 び 返 湯 口 は 、 前 記 第 ２ 上 側 整 流 器 内 に 連 通 さ せ て あ り 、 前 記 給 水
口 及 び 取 水 口 は 、 前 記 第 ２ 下 側 整 流 器 内 に 連 通 さ せ て あ る こ と を 特 徴 と す る 貯 湯 槽 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 を 具 備 す る 貯 湯 槽 と 、 水 を 加 熱 し て 湯 を 供 給 す る 加 熱 器 と 、
互 い に 加 熱 器 と 前 記 貯 湯 槽 と の 間 に 架 設 し て あ り 、 貯 湯 槽 か ら 取 水 す る 取 水 管 及 び 貯 湯 槽
へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 管 と 、 前 記 取 水 管 に 介 装 し て あ り 貯 湯 槽 内 の 水 を 加 熱 器 へ 送 給 す る ポ
ン プ と 、 前 記 貯 湯 槽 外 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 管 と 、 貯 湯 槽 内 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 と を
備 え る 給 湯 装 置 に お い て 、
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 貯 湯 槽 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 給 湯 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 を 具 備 す る 貯 湯 槽 と 、 水 を 加 熱 し て 湯 を 供 給 す る 加 熱 器 と 、
互 い に 加 熱 器 と 前 記 貯 湯 槽 と の 間 に 架 設 し て あ り 、 貯 湯 槽 か ら 取 水 す る 取 水 管 及 び 貯 湯 槽
へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 管 と 、 前 記 取 水 管 に 介 装 し て あ り 貯 湯 槽 内 の 水 を 加 熱 器 へ 送 給 す る ポ
ン プ と 、 前 記 貯 湯 槽 外 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 管 と 、 貯 湯 槽 内 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 と 、
前 記 給 湯 管 に 連 通 し 、 貯 湯 槽 へ 返 湯 す る 返 湯 管 と を 備 え る 給 湯 装 置 に お い て 、
　 請 求 項 ７ 、 ８ 又 は ９ に 記 載 の 貯 湯 槽 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 給 湯 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 更 に 、 前 記 貯 湯 槽 内 の 温 度 を 検 出 す る 検 温 器 と 、 こ の 検 温 器 が 検 出 し た 温 度 に 基 づ い て
前 記 ポ ン プ の 運 転 を 制 御 す る 制 御 器 と を 備 え 、 前 記 検 温 器 は 、 前 記 槽 本 体 の 底 部 近 傍 に 配
置 し て あ る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ 記 載 の 給 湯 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 槽 本 体 の 高 さ 方 向 へ 前 記 検 温 器 と 位 置 を 異 な ら せ て 配 設 し て あ り 、 貯 湯 槽 内 の 温 度
を 検 出 す る 一 又 は 複 数 の 他 の 検 温 器 を 更 に 備 え 、 前 記 制 御 器 は 、 前 記 検 温 器 か ら 与 え ら れ
る 温 度 信 号 及 び 前 記 他 の 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 の 内 、 前 記 ポ ン プ の 運 転 の 制 御 に
用 い る 温 度 信 号 を 切 り 替 え る 切 替 手 段 を 具 備 す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 給 湯 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 切 替 手 段 は 、 前 記 検 温 器 及 び ／ 又 は 他 の 検 温 器 に 対 応 し て 、 任 意 の 切 替 時 刻 を 設 定
す る こ と が で き る 切 替 時 刻 設 定 手 段 と 、 時 刻 を 計 測 す る 時 計 と を 具 備 し 、 こ の 時 計 が 計 測
し た 時 刻 と 前 記 切 替 時 刻 設 定 手 段 で 設 定 さ れ た 時 刻 と が 一 致 し た と き 、 対 応 す る 検 温 器 か
ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 に 切 り 替 え る よ う に し て あ る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 給 湯 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 給 水 管 で 供 給 さ れ る 原 水 の 温 度 を 検 出 す る 原 水 用 検 温 器 を 備 え 、 前 記 切 替 手 段 は 、
前 記 原 水 用 検 温 器 が 検 出 し た 原 水 の 温 度 及 び 予 め 設 定 さ れ た 基 準 温 度 に 基 づ い て 、 前 記 切
り 替 え 動 作 を 行 う よ う に し て あ る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 給 湯 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 湯 を 貯 え る 貯 湯 槽 、 及 び 該 貯 湯 槽 を 備 え る 給 湯 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 給 水 管 に よ っ て 貯 湯 槽 内 に 水 を 充 填 す る 一 方 、 こ の 貯 湯 槽 と 加 熱 器 と の 間 に 介 装 し た 循
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環 路 に よ っ て 貯 湯 槽 内 の 水 を 加 熱 器 と の 間 で 循 環 し つ つ 、 加 熱 器 の 加 熱 に よ っ て 昇 温 さ せ
た 湯 水 を 貯 湯 槽 に 貯 え 、 こ の 湯 水 を 、 貯 湯 槽 に 連 結 し て あ る 給 湯 管 か ら 給 湯 す る 給 湯 装 置
が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ０ は 従 来 の 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 中 、 １ ０ ０ は 湯 水 を 貯 え る 貯 湯
槽 で あ る 。 こ の 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 内 部 構 造 に つ い て は 後 述 す る 。 貯 湯 槽 １ ０ ０ は 、 円 筒 状 の
本 体 １ １ ０ ａ の 上 下 端 を 部 分 球 形 状 の 天 井 部 １ １ ０ ｂ 及 び 底 部 １ １ ０ ｃ で 封 止 し て な る 槽
本 体 １ １ ０ を 備 え て な り 、 槽 本 体 １ １ ０ の 底 部 １ １ ０ ｃ に は 複 数 の 脚 部 が 設 け て あ る 。 本
体 １ １ ０ ａ の 底 部 １ １ ０ ｃ 近 傍 の 位 置 に は 、 水 道 水 等 の 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 １ ５ ０ が 連
結 し て あ り 、 該 給 水 管 １ ５ ０ か ら 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 に 原 水 が 加 圧 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ っ て
、 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 が 加 圧 状 態 に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ に は 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 の 貯 蔵 水 を 昇 温 す べ く 取 水 す る 取 水 管 １ ５ ３
の 一 端 が 、 前 述 し た 給 水 管 １ ５ ０ の 連 結 位 置 と は 周 方 向 へ 位 置 を 異 な ら せ て 取 り 付 け て あ
り 、 該 取 水 管 １ ５ ３ の 他 端 は 、 水 を 加 熱 す る 加 熱 器 １ ４ ０ の 入 水 口 に 連 結 し て あ る 。 こ の
取 水 管 １ ５ ３ の 中 途 位 置 に は 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 の 貯 蔵 水 を 加 熱 器 １ ４ ０ へ 給 送 す る ポ ン プ
１ ４ １ が 介 装 し て あ る 。 前 述 し た 加 熱 器 １ ４ ０ に は 、 加 熱 昇 温 し た 湯 水 を 出 水 す る 出 水 口
が 設 け て あ り 、 該 出 水 口 に は 、 前 記 貯 湯 槽 １ ０ ０ へ 湯 水 を 注 入 す る 注 湯 管 １ ５ ４ の 一 端 が
連 結 し て あ る 。 そ し て 、 注 湯 管 １ ５ ４ の 他 端 は 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ ａ で あ っ て 天
井 部 １ １ ０ ｂ 近 傍 の 位 置 に 連 結 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 天 井 部 １ １ ０ ｂ 中 央 に は 、 該 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 に 貯 え ら れ た 湯 水 を
使 用 場 所 へ 供 給 す る 給 湯 管 １ ５ １ が 連 結 し て あ り 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 の 湯 水 は 内 部 圧 力 に よ
っ て 給 湯 管 １ ５ １ 内 へ 吐 出 さ れ る 。 こ の 給 湯 管 １ ５ １ に は 、 蛇 口 ・ シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 等 に 連
通 す る 複 数 の 枝 管 が 連 結 し て あ り 、 給 湯 管 １ ５ １ 内 を 通 流 す る 湯 水 は 各 枝 管 へ 供 給 さ れ る
。 蛇 口 ・ シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 等 が 連 結 す る 各 連 結 管 に は 前 述 し た 給 水 管 １ ５ ０ に 連 通 す る 枝 管
も 接 続 し て あ り 、 各 連 結 管 内 で 湯 水 と 原 水 と を 混 合 す る こ と に よ っ て 、 所 要 の 温 度 の 湯 水
を 使 用 し 得 る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 給 湯 管 １ ５ １ は 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ ａ の 略 中 央 位 置 に 連 結 し た 返 湯 管 １ ５
２ に 連 通 し て お り 、 給 湯 管 １ ５ １ 内 を 通 流 す る 湯 水 は 返 湯 管 １ ５ ２ に よ っ て 貯 湯 槽 １ ０ ０
へ 還 流 さ れ る 。 こ の よ う に 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 の 湯 水 が 給 湯 管 １ ５ １ 及 び 返 湯 管 １ ５ ２ に よ
っ て 循 環 さ れ て い る た め 、 前 述 し た 枝 管 へ 所 定 温 度 の 湯 水 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ １ は 図 １ ０ に 示 し た 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 中 、 図 １ ０ に 示 し た
部 分 に 対 応 す る 部 分 に は 、 同 じ 番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ １ に 示 し た 如 く 、
貯 湯 槽 １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ ａ で あ っ て 底 部 １ １ ０ ｃ 近 傍 の 位 置 に は 、 槽 内 に 連 通 し 、 図 １
０ に 示 し た 加 熱 器 １ ４ ０ へ 取 水 す る た め の 端 寸 筒 状 の 取 水 口 １ ０ ４ が 突 設 し て あ り 、 加 熱
器 １ ４ ０ に よ っ て 加 熱 ・ 昇 温 さ れ た 湯 は 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ ａ で あ っ て 天 井 部 １
１ ０ ｂ 近 傍 の 位 置 に 突 設 し た 筒 状 の 注 湯 口 １ ０ ５ か ら 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 に 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ ａ で あ っ て 前 記 取 水 口 １ ０ ４ と 略 同 じ 位 置 に は 、 原 水
を 供 給 す る 給 水 口 １ ０ ３ が 取 水 口 １ ０ ４ と 対 向 配 置 し て あ り 、 該 給 水 口 １ ０ ３ か ら 貯 湯 槽
１ ０ ０ 内 に 原 水 が 圧 入 さ れ る 。 ま た 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 天 井 部 １ １ ０ ｂ の 略 中 央 位 置 に は 、
槽 内 に 連 通 す る 端 寸 筒 状 の 給 湯 口 １ ０ ２ が 突 設 し て あ り 、 給 湯 口 １ ０ ２ か ら 図 １ ０ に 示 し
た 給 湯 管 １ ５ １ へ 湯 水 が 吐 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 給 湯 管 １ ５ １ 及 び 返 湯 管
１ ５ ２ を 循 環 し た 湯 水 は 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ ａ で あ っ て 前 記 給 水 口 １ ０ ３ よ り 少
し 上 方 の 位 置 に 設 け た 返 湯 口 １ ０ ６ か ら 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 へ 還 流 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ ａ の 略 中 央 に は 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 の 貯 蔵 水 の 温 度 が 所
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定 温 度 以 下 に な っ た と き 図 １ ０ に 示 し た ポ ン プ １ ４ １ を 駆 動 さ せ る サ ー モ ス タ ッ ト １ ４ ２
の 検 温 器 １ ４ ３ が 本 体 １ １ ０ ａ の 壁 面 を 貫 通 す る 態 様 で 取 り 付 け て あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ９ ９ ４ １ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 給 湯 装 置 で は 、 湯 水 の 使 用 状 態 に 応 じ て 、 貯 湯 槽 内 の 湯 水 を 一 時 的
に 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え て 給 湯 す る こ と が あ る が 、 か か る 場 合 、 従 来 の 給 湯 装 置 に あ
っ て は 、 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ２ は 、 従 来 の 貯 湯 槽 内 の 湯 水 を 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え て 給 湯 し た 場 合 の 貯 湯 槽
内 の 貯 蔵 水 の 温 度 変 化 を 模 式 的 に 示 す 図 面 で あ る 。 な お 、 図 中 、 図 １ １ に 示 し た 部 分 に 対
応 す る 部 分 に は 同 じ 番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ２ （ ａ ） に 示 し た 如 く 、 給 湯 口 １ ０ ２ か ら 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 以 内 で 給 湯 し て い る
場 合 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 上 位 位 置 に 配 設 し て あ る 注 湯 口 １ ０ ５ か ら 、 加 熱 器 に よ っ て 加 熱 ・
昇 温 さ れ た 後 の 湯 水 が 注 入 さ れ て お り 、 サ ー モ ス タ ッ ト の 検 温 器 １ ４ ３ を 設 け た 位 置 よ り
上 方 の 上 層 は 、 略 ６ ５ ℃ ～ ７ ５ ℃ の 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ に な っ て い る 。 給 湯 口 １ ０ ２ か ら 供
給 さ れ た 湯 水 は 循 環 中 の 放 熱 に よ り 温 度 が 低 下 し 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 検 温 器 １ ４ ３ と 給 水 口
１ ０ ３ と の 間 の 位 置 に 配 設 し て あ る 返 湯 口 １ ０ ６ か ら 槽 内 へ 還 流 さ れ て お り 、 検 温 器 １ ４
３ を 設 け た 位 置 よ り 下 方 の 中 層 は 、 略 ４ ５ ℃ ～ ６ ５ ℃ の 帯 状 の 中 湯 水 温 領 域 Ｒ ｍ に な っ て
い る 。 一 方 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 下 位 位 置 に 配 設 し て あ る 給 水 口 １ ０ ３ か ら 、 給 湯 量 に 応 じ た
量 の 原 水 が 給 水 さ れ 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ の 下 層 は 、 返 湯 口 １ ０ ６ か ら 還 流 さ れ た 返 湯 と 原 水 と
の 混 合 に よ っ て ２ ５ ℃ ～ ４ ５ ℃ の 帯 状 の 低 湯 水 温 領 域 Ｒ ｌ に な っ て い る 。 そ し て 、 貯 湯 槽
１ ０ ０ の 最 下 層 は 、 ２ ５ ℃ 未 満 の 水 温 領 域 Ｒ ｗ に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し 、 給 湯 口 １ ０ ２ か ら 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え た 給 湯 が 開 始 さ れ る と 、 図 １ ２ （
ｂ ） に 示 し た 如 く 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ か ら 吐 出 さ れ る 給 湯 量 に 応 じ た 量 の 原 水 が 給 水 口 １ ０ ３
か ら 貯 湯 槽 １ ０ ０ 内 に 供 給 さ れ る 一 方 、 加 熱 器 に よ っ て 加 熱 ・ 昇 温 さ れ た 湯 が 注 湯 口 １ ０
５ か ら 槽 内 へ 流 入 さ れ る 量 は 、 槽 外 へ 流 出 す る 給 湯 量 よ り 少 な い た め 、 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ
が 減 少 し 始 め る と 共 に 、 中 湯 水 温 領 域 Ｒ ｍ 及 び 低 湯 水 温 領 域 Ｒ ｌ が 拡 大 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え た 給 湯 が 続 く と 、 図 １ ２ （ ｃ ） に 示 し た 如 く 、 高 湯 水 温 領 域 Ｒ
ｈ が 消 失 し た 後 、 中 湯 水 温 領 域 Ｒ ｍ が 減 少 し 始 め る 一 方 、 低 湯 水 温 領 域 Ｒ ｌ が 更 に 拡 大 す
る 。 そ し て 、 つ い に は 、 図 １ ２ （ ｄ ） （ ｅ ） に 示 し た 如 く 、 中 湯 水 温 領 域 Ｒ ｍ も 消 失 し て
、 低 湯 水 温 領 域 Ｒ ｌ 及 び 水 温 領 域 Ｒ ｗ の み と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 に 、 シ ャ ワ ー 等 で お 湯 と し て 有 効 な 湯 温 は 、 略 ４ ５ ℃ ～ ６ ５ ℃ の 中 湯 温 以 上 の 湯 温
で あ る の で 、 上 述 し た 図 １ ２ （ ｄ ） （ ｅ ） の よ う な 状 態 で は 、 か か る 有 効 温 度 の 湯 水 を 供
給 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 こ の よ う な 状 態 が 発 生 す る こ と を 回 避 し な け れ ば な ら な
い が 、 上 述 し た 如 き 従 来 の 給 湯 装 置 に あ っ て は 、 容 量 が 大 き い 貯 湯 槽 １ ０ ０ を 設 置 し な け
れ ば な ら な い た め 、 貯 湯 槽 １ ０ ０ に 要 す る 部 品 コ ス ト が 高 く 、 ま た 、 広 い 設 置 ス ペ ー ス を
要 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 斯 か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 部 品 コ
ス ト を 低 減 し 得 る と 共 に 、 よ り 狭 い 設 置 ス ペ ー ス に 設 置 す る こ と が で き る 貯 湯 槽 、 及 び 該
貯 湯 槽 を 備 え る 給 湯 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 は 、 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 に 、 槽 本 体 の 内 外 を 連 通 す る 複 数
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の 連 通 口 が 設 け て あ る 貯 湯 槽 に お い て 、 前 記 槽 本 体 の 天 井 側 に 、 １ 又 は 複 数 の 第 １ 連 通 口
が 配 設 し て あ り 、 前 記 槽 本 体 の 底 部 側 に 、 １ 又 は 複 数 の 第 ２ 連 通 口 が 配 設 し て あ り 、 前 記
槽 本 体 内 の 天 井 又 は そ の 近 傍 に 、 前 記 第 １ 連 通 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 を 、 減 速 さ せ つ つ 槽 本
体 の 天 井 へ 導 く 上 側 整 流 部 材 が 配 置 し て あ り 、 前 記 槽 本 体 内 の 底 部 又 は そ の 近 傍 に 、 前 記
第 ２ 連 通 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 を 、 減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 底 部 へ 導 く 下 側 整 流 部 材 が 配 置
し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 上 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 前 記 第 １ 連 通 口 か
ら 注 入 さ れ る 湯 の 流 路 の 断 面 面 積 よ り 大 き く 、 前 記 下 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、
前 記 第 ２ 連 通 路 か ら 供 給 さ れ る 原 水 の 流 路 の 断 面 面 積 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 口
、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 口 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 、 及 び 内 部 か ら 取 水 す る 取 水
口 が 設 け て あ る 貯 湯 槽 に お い て 、 前 記 給 湯 口 は 槽 本 体 の 天 井 に 配 設 し て あ り 、 前 記 注 湯 口
は 槽 本 体 の 天 井 側 に 配 設 し て あ り 、 前 記 給 水 口 及 び 取 水 口 は 槽 本 体 の 底 部 側 に 配 設 し て あ
り 、 前 記 槽 本 体 内 の 天 井 又 は そ の 近 傍 に 、 前 記 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 を 、 減 速 さ せ つ つ
槽 本 体 の 天 井 へ 導 く 上 側 整 流 部 材 が 配 置 し て あ り 、 前 記 槽 本 体 内 の 底 部 又 は そ の 近 傍 に 、
給 水 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 を 、 減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 底 部 へ 導 く 下 側 整 流 部 材 が 配 置 し て
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 上 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 前 記 注 湯 口 の 断 面
面 積 よ り 大 き く 、 前 記 下 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 前 記 給 水 口 の 断 面 面 積 よ り 大
き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 は 、 上 側 整 流 部 材 の 内 面 に 衝 突
し て 進 行 方 向 が 天 井 へ 変 更 さ れ る よ う に し て あ り 、 給 水 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 は 、 下 側 整
流 部 材 の 内 面 に 衝 突 し て 進 行 方 向 が 底 部 へ 変 更 さ れ る よ う に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 取 水 口 は 下 側 整 流 部 材 の 流 路 中 か ら 取 水 す る よ う に し て
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 槽 本 体 に は 、 前 記 給 湯 口 か ら 外 部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部
へ 返 送 す る た め の 返 湯 口 が 、 前 記 上 側 整 流 部 材 内 へ 返 湯 す る よ う に 設 け て あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 湯 水 を 貯 え る 竪 型 殻 状 の 槽 本 体 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給
湯 口 、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 口 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 、 内 部 か ら 取 水 す る 取 水
口 、 及 び 前 記 給 湯 口 か ら 外 部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め の 返 湯 口 が 設 け て あ る
貯 湯 槽 に お い て 、 前 記 給 湯 口 は 槽 本 体 の 天 井 に 配 設 し て あ り 、 前 記 注 湯 口 及 び 返 湯 口 は 槽
本 体 の 天 井 側 に 配 設 し て あ り 、 前 記 給 水 口 及 び 取 水 口 は 槽 本 体 の 底 部 側 に 配 設 し て あ り 、
前 記 注 湯 口 に 連 通 し た 第 １ 管 部 材 及 び 前 記 返 湯 口 に 連 通 し た 第 ２ 管 部 材 が 、 槽 本 体 内 に 延
設 し て あ り 、 両 管 部 材 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し 、 槽 本 体 内 の 天 井 近 傍 に 、
そ の 開 口 を 前 記 天 井 に 臨 ま せ て 配 置 し た 第 １ 上 側 整 流 器 内 に 、 第 １ 管 部 材 の 先 端 部 及 び 第
２ 管 部 材 の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ せ て あ り 、 ま た 、 前 記 給 水 口 に 連 通 し た 第 ３ 管 部 材 及
び 前 記 取 水 口 に 連 通 し た 第 ４ 管 部 材 が 、 槽 本 体 内 に 延 設 し て あ り 、 両 管 部 材 の 内 径 よ り 大
き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し 、 槽 本 体 内 の 底 部 近 傍 に 、 そ の 開 口 を 前 記 底 部 に 臨 ま せ て 配 置
し た 第 １ 下 側 整 流 器 内 に 、 第 ３ 管 部 材 の 先 端 部 及 び 第 ４ 管 部 材 の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ
せ て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 は 、 湯 水 を 貯 え る 横 型 殻 状 の 槽 本 体 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給
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湯 口 、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 口 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 、 内 部 か ら 取 水 す る 取 水
口 、 及 び 前 記 給 湯 口 か ら 外 部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め の 返 湯 口 が 設 け て あ る
貯 湯 槽 に お い て 、 前 記 槽 本 体 内 の 天 井 に 、 前 記 注 湯 口 の 内 径 及 び 返 湯 口 の 内 径 よ り 大 き い
内 径 の ト ン ネ ル 状 の 第 ２ 上 側 整 流 器 が 貯 湯 槽 の 長 手 方 向 へ 設 け て あ り 、 ま た 、 槽 本 体 内 の
底 部 に 、 前 記 給 水 口 の 内 径 及 び 取 水 口 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の ト ン ネ ル 状 の 第 ２ 下 側 整 流
器 が 貯 湯 槽 の 長 手 方 向 へ 設 け て あ り 、 前 記 給 湯 口 、 注 湯 口 及 び 返 湯 口 は 、 前 記 第 ２ 上 側 整
流 器 内 に 連 通 さ せ て あ り 、 前 記 給 水 口 及 び 取 水 口 は 、 前 記 第 ２ 下 側 整 流 器 内 に 連 通 さ せ て
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 本 発 明 は 、 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 を 具 備 す る 貯 湯 槽 と 、 水 を 加 熱
し て 湯 を 供 給 す る 加 熱 器 と 、 互 い に 加 熱 器 と 前 記 貯 湯 槽 と の 間 に 架 設 し て あ り 、 貯 湯 槽 か
ら 取 水 す る 取 水 管 及 び 貯 湯 槽 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 管 と 、 前 記 取 水 管 に 介 装 し て あ り 貯 湯 槽
内 の 水 を 加 熱 器 へ 送 給 す る ポ ン プ と 、 前 記 貯 湯 槽 外 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 管 と 、 貯 湯 槽 内
へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 と を 備 え る 給 湯 装 置 に お い て 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載
の 貯 湯 槽 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の 本 発 明 は 、 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 を 具 備 す る 貯 湯 槽 と 、 水 を 加 熱
し て 湯 を 供 給 す る 加 熱 器 と 、 互 い に 加 熱 器 と 前 記 貯 湯 槽 と の 間 に 架 設 し て あ り 、 貯 湯 槽 か
ら 取 水 す る 取 水 管 及 び 貯 湯 槽 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 管 と 、 前 記 取 水 管 に 介 装 し て あ り 貯 湯 槽
内 の 水 を 加 熱 器 へ 送 給 す る ポ ン プ と 、 前 記 貯 湯 槽 外 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 管 と 、 貯 湯 槽 内
へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 と 、 前 記 給 湯 管 に 連 通 し 、 貯 湯 槽 へ 返 湯 す る 返 湯 管 と を 備 え る 給
湯 装 置 に お い て 、 請 求 項 ７ 、 ８ 又 は ９ に 記 載 の 貯 湯 槽 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 更 に 、 前 記 貯 湯 槽 内 の 温 度 を 検 出 す る 検 温 器 と 、 こ の 検 温
器 が 検 出 し た 温 度 に 基 づ い て 前 記 ポ ン プ の 運 転 を 制 御 す る 制 御 器 と を 備 え 、 前 記 検 温 器 は
、 前 記 槽 本 体 の 底 部 近 傍 に 配 置 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 槽 本 体 の 高 さ 方 向 へ 前 記 検 温 器 と 位 置 を 異 な ら せ て 配
設 し て あ り 、 貯 湯 槽 内 の 温 度 を 検 出 す る 一 又 は 複 数 の 他 の 検 温 器 を 更 に 備 え 、 前 記 制 御 器
は 、 前 記 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 及 び 前 記 他 の 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 の 内
、 前 記 ポ ン プ の 運 転 の 制 御 に 用 い る 温 度 信 号 を 切 り 替 え る 切 替 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 切 替 手 段 は 、 前 記 検 温 器 及 び ／ 又 は 他 の 検 温 器 に 対 応
し て 、 任 意 の 切 替 時 刻 を 設 定 す る こ と が で き る 切 替 時 刻 設 定 手 段 と 、 時 刻 を 計 測 す る 時 計
と を 具 備 し 、 こ の 時 計 が 計 測 し た 時 刻 と 前 記 切 替 時 刻 設 定 手 段 で 設 定 さ れ た 時 刻 と が 一 致
し た と き 、 対 応 す る 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 に 切 り 替 え る よ う に し て あ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 前 記 給 水 管 で 供 給 さ れ る 原 水 の 温 度 を 検 出 す る 原 水 用 検 温
器 を 備 え 、 前 記 切 替 手 段 は 、 前 記 原 水 用 検 温 器 が 検 出 し た 原 水 の 温 度 及 び 予 め 設 定 さ れ た
基 準 温 度 に 基 づ い て 、 前 記 切 り 替 え 動 作 を 行 う よ う に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 １ 及 び ３ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 槽 本 体 内 の 天 井 又 は そ の 近 傍 に 、 注 湯 口 （ 第 １
連 通 口 ） か ら 注 入 さ れ る 湯 を 、 減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 天 井 へ 導 く 上 側 整 流 部 材 が 配 置 し て
あ り 、 前 記 槽 本 体 内 の 底 部 又 は そ の 近 傍 に 、 給 水 口 （ 第 ２ 連 通 口 ） か ら 供 給 さ れ る 原 水 を
、 減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 底 部 へ 導 く 下 側 整 流 部 材 が 配 置 し て あ る た め 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・
対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 注 入 さ れ た 湯 は 貯 湯 槽 の 天 井 か ら 底 部 へ 、 順 次 積
層 さ れ る 態 様 で 、 即 ち 、 原 水 と の 界 面 を 保 っ た 状 態 で 貯 え ら れ て 行 く と 共 に 、 給 水 口 か ら
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内 部 に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 内 部
に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 槽 本 体 の 底 部 に 留 ま り 、 湯 と 原 水 と の 界 面 が 乱 れ る こ と な く 保 た れ
る 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 内 の ほ と ん ど の 領 域 を 湯 に す る こ と が で き 、 従 来 と 同 じ 容 積 の 貯 湯 槽
で 有 効 温 度 の 湯 水 を よ り 多 量 に 貯 蔵 す る こ と が で き る た め 、 よ り 少 な い 容 量 の 貯 湯 槽 を 適
用 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 に 要 す る 部 品 コ ス ト を 低 減 し 得 る と 共 に 、 よ り 狭 い
設 置 ス ペ ー ス に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 及 び ４ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 上 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 注
湯 口 の 断 面 面 積 （ 第 １ 連 通 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 の 流 路 の 断 面 面 積 ） よ り 大 き く 、 下 側 整 流
部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 給 水 口 の 断 面 面 積 （ 第 ２ 連 通 路 か ら 供 給 さ れ る 原 水 の 流 路 の
断 面 面 積 ） よ り 大 き い た め 、 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 は 、 上 側 整 流 部 材 内 に 流 入 す る と そ
の 流 速 が 低 減 さ れ 、 緩 や か な 流 れ と な っ て 貯 湯 槽 内 の 天 井 へ 導 か れ 、 同 様 に 、 給 水 管 か ら
供 給 さ れ る 原 水 は 、 下 側 整 流 部 材 内 に 流 入 す る と そ の 流 速 が 低 減 さ れ 、 緩 や か な 流 れ と な
っ て 貯 湯 槽 内 の 底 部 へ 導 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 は 、 上 側 整 流 部 材 の 内 面 に 衝
突 し て 進 行 方 向 が 天 井 へ 変 更 さ れ る よ う に し て あ り 、 給 水 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 は 、 下 側
整 流 部 材 の 内 面 に 衝 突 し て 進 行 方 向 が 底 部 へ 変 更 さ れ る よ う に し て あ る た め 、 湯 及 び 原 水
は 、 上 側 整 流 部 材 の 内 面 及 び 下 側 整 流 部 材 の 内 面 に そ れ ぞ れ 衝 突 し た 後 、 そ の 向 き を 変 え
ら れ て 槽 本 体 内 の 天 井 及 び 底 部 へ 導 か れ 、 こ れ に よ っ て も 流 速 が 低 減 さ れ 、 よ り 減 速 さ れ
た 湯 及 び 原 水 が 槽 本 体 内 の 天 井 及 び 底 部 へ 導 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 取 水 口 は 下 側 整 流 部 材 の 流 路 中 か ら 取 水 す る よ う に し
て あ る た め 、 給 水 口 か ら 下 側 整 流 部 材 の 流 路 内 へ 供 給 さ れ た 原 水 の 一 部 が そ の ま ま 取 水 さ
れ 、 こ れ に よ っ て 、 原 水 の 供 給 が 槽 本 体 内 に 与 え る 撹 拌 の 影 響 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 給 湯 口 か ら 外 部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め
の 返 湯 口 が 、 前 記 上 側 整 流 部 材 内 へ 返 湯 す る よ う に 設 け て あ る た め 、 槽 本 体 内 に 返 送 さ れ
た 湯 水 は 、 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 と 混 合 し て 温 度 差 が 低 減 さ れ た 後 、 槽 本 体 内 の 天 井 へ
緩 や か に 導 か れ 、 返 湯 が 槽 本 体 内 に 与 え る 撹 拌 ・ 対 流 の 影 響 が 可 及 的 に 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 注 湯 口 に 連 通 し た 第 １ 管 部 材 及 び 返 湯 口 に 連 通 し た 第
２ 管 部 材 が 、 槽 本 体 内 に 延 設 し て あ り 、 両 管 部 材 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し
、 槽 本 体 内 の 天 井 近 傍 に 、 そ の 開 口 を 前 記 天 井 に 臨 ま せ て 配 置 し た 第 １ 上 側 整 流 器 内 に 、
第 １ 管 部 材 の 先 端 部 及 び 第 ２ 管 部 材 の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ せ て あ り 、 ま た 、 給 水 口 に
連 通 し た 第 ３ 管 部 材 及 び 取 水 口 に 連 通 し た 第 ４ 管 部 材 が 、 槽 本 体 内 に 延 設 し て あ り 、 両 管
部 材 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し 、 槽 本 体 内 の 底 部 近 傍 に 、 そ の 開 口 を 前 記 底
部 に 臨 ま せ て 配 置 し た 第 １ 下 側 整 流 器 内 に 、 第 ３ 管 部 材 の 先 端 部 及 び 第 ４ 管 部 材 の 先 端 部
が そ れ ぞ れ 挿 入 さ せ て あ る た め 、 貯 湯 槽 内 の ほ と ん ど の 領 域 を 湯 に す る こ と が で き 、 従 来
と 同 じ 容 積 の 貯 湯 槽 で 有 効 温 度 の 湯 水 を よ り 多 量 に 貯 蔵 す る こ と が で き る た め 、 よ り 少 な
い 容 量 の 貯 湯 槽 を 適 用 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 に 要 す る 部 品 コ ス ト を 低 減 し 得
る と 共 に 、 よ り 狭 い 設 置 ス ペ ー ス に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 槽 本 体 内 の 天 井 に 、 注 湯 口 の 内 径 及 び 返 湯 口 の
内 径 よ り 大 き い 内 径 の ト ン ネ ル 状 の 第 ２ 上 側 整 流 器 が 貯 湯 槽 の 長 手 方 向 へ 設 け て あ り 、 ま
た 、 槽 本 体 内 の 底 部 に 、 前 記 給 水 口 の 内 径 及 び 取 水 口 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の ト ン ネ ル 状
の 第 ２ 下 側 整 流 器 が 貯 湯 槽 の 長 手 方 向 へ 設 け て あ り 、 給 湯 口 、 注 湯 口 及 び 返 湯 口 は 、 第 ２
上 側 整 流 器 内 に 連 通 さ せ て あ り 、 給 水 口 及 び 取 水 口 は 、 第 ２ 下 側 整 流 器 内 に 連 通 さ せ て あ
る た め 、 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 、 及 び 返 湯 口 か ら 返 送 さ れ る 湯 水 は 第 ２ 上 側 整 流 器 内 で
混 合 さ れ 温 度 が 低 減 さ れ る と 共 に 流 速 が 減 じ ら れ て 第 ２ 上 側 整 流 器 の 開 口 か ら 槽 本 体 内 の
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天 井 へ 緩 や か に 流 出 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 上 側 整 流 器 が 横 型 の 槽 本 体 の 長 手 方 向 へ 設 け
て あ る た め 、 天 井 の 長 手 方 向 へ 拡 が り 、 撹 拌 ・ 対 流 が 生 じ 難 い 。 従 っ て 、 第 ２ 上 側 整 流 器
の 開 口 か ら 流 出 さ れ た 湯 は 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 貯
湯 槽 の 天 井 か ら 底 部 へ 、 順 次 積 層 さ れ る 態 様 で 、 即 ち 、 原 水 と の 界 面 を 保 っ た 状 態 で 貯 え
ら れ て 行 く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 給 水 口 か ら 給 水 さ れ る 原 水 は 、 前 同 様 、 第 ２ 下 側 整 流 器 に よ っ て 緩 や か に 槽 本 体
内 の 底 部 へ 導 か れ て そ こ に 貯 え ら れ て 行 く 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と
が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 内 部 に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 槽 本 体 の 底 部 に 留 ま り 、 湯 と 原 水 と の 界
面 が 乱 れ る こ と な く 保 た れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 と こ ろ で 、 請 求 項 １ ０ 及 び １ １ 記 載 の 本 発 明 で は 、 上 述 し た 如 き 貯 湯 槽 を 備 え る た め 、
貯 湯 槽 に 要 す る 部 品 コ ス ト を 低 減 し 得 る と 共 に 、 よ り 狭 い 設 置 ス ペ ー ス に 貯 湯 槽 を 設 置 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 貯 湯 槽 内 の 温 度 を 検 出 す る 検 温 器 と 、 こ の 検 温 器 が
検 出 し た 温 度 に 基 づ い て 前 記 ポ ン プ の 運 転 を 制 御 す る 制 御 器 と を 備 え 、 前 記 検 温 器 は 、 前
記 槽 本 体 の 底 部 近 傍 に 配 置 し て あ る た め 、 槽 本 体 内 の 略 全 領 域 が 所 定 の 温 度 の 湯 に 保 た れ
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 槽 本 体 の 高 さ 方 向 へ 前 記 検 温 器 と 位 置 を 異 な ら せ て
配 設 し て あ り 、 貯 湯 槽 内 の 温 度 を 検 出 す る 一 又 は 複 数 の 他 の 検 温 器 を 更 に 備 え 、 前 記 制 御
器 は 、 前 記 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 及 び 前 記 他 の 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 の
内 、 前 記 ポ ン プ の 運 転 の 制 御 に 用 い る 温 度 信 号 を 切 り 替 え る 切 替 手 段 を 具 備 す る た め 、 貯
湯 槽 内 で 高 湯 水 温 領 域 と 水 温 領 域 と の 界 面 を 維 持 し た 状 態 で 給 湯 運 転 を 行 う こ と が で き る
の に 加 え 、 切 替 手 段 で 与 え ら れ る 温 度 信 号 を 切 り 替 え る こ と に よ っ て 、 貯 湯 槽 に 貯 蔵 さ れ
る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 、 貯 湯 槽 の 天 井 部 か ら 対 応 す る 検 温 器 が 取 付 け ら れ た 高 さ 位 置
ま で の 容 量 に そ れ ぞ れ 変 更 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 貯 湯 槽 か ら の 給 湯 状 況 に
応 じ た 容 量 の 湯 水 を 貯 湯 槽 内 に 蓄 え る こ と が で き る の で 、 原 水 の 加 熱 に 要 す る 燃 料 コ ス ト
を 可 及 的 に 低 減 す る こ と が で き 、 給 湯 装 置 の ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 小 さ く す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 切 替 手 段 は 、 前 記 検 温 器 及 び ／ 又 は 他 の 検 温 器 に 対
応 し て 、 任 意 の 切 替 時 刻 を 設 定 す る こ と が で き る 切 替 時 刻 設 定 手 段 と 、 時 刻 を 計 測 す る 時
計 と を 具 備 し 、 こ の 時 計 が 計 測 し た 時 刻 と 前 記 切 替 時 刻 設 定 手 段 で 設 定 さ れ た 時 刻 と が 一
致 し た と き 、 対 応 す る 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 に 切 り 替 え る よ う に し て あ る た め 、
時 間 帯 に 応 じ て 貯 湯 槽 か ら の 給 湯 状 況 が 変 化 す る 場 合 、 そ れ に 対 応 す る 時 刻 を 予 め 設 定 し
て お く こ と に よ っ て 、 貯 湯 槽 に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 自 動 で 変 更 さ せ る こ と
が で き 、 管 理 者 は 切 替 作 業 と い う 煩 雑 な 作 業 か ら 解 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 貯 湯 槽 に 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 で 供 給 さ れ る 原
水 の 温 度 を 検 出 す る 原 水 用 検 温 器 を 備 え 、 切 替 手 段 は 、 原 水 用 検 温 器 が 検 出 し た 原 水 の 温
度 及 び 予 め 設 定 さ れ た 基 準 温 度 に 基 づ い て 、 前 記 切 り 替 え 動 作 を 行 う よ う に し て あ る た め
、 季 節 で 変 化 す る 原 水 の 温 度 に 応 じ て 、 貯 湯 槽 に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 自 動
で 変 更 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 湯 水 を 貯 え る 殻 状 の 槽 本 体 の 天 井 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 口 （ 第 １
連 通 口 ） が 配 設 し て あ り 、 槽 本 体 の 天 井 側 に 、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 口 （ 第 １ 連 通 口 ）
が 配 設 し て あ り 、 槽 本 体 の 底 部 側 に 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 （ 第 ２ 連 通 口 ） 及 び 内
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部 か ら 取 水 す る 取 水 口 （ 第 ２ 連 通 口 ） が 配 設 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 槽 本 体 に 第 １ 連 通 口 を １ つ 設 け て お き 、 こ の 第 １ 連 通 口 に よ っ て 、 外 部 へ の 湯 水
の 供 給 と 、 内 部 へ の 湯 の 注 入 を 第 ２ 連 通 口 と を 行 う よ う に し て も よ い 。 同 様 に 、 槽 本 体 に
第 ２ 連 通 口 を １ つ 設 け て お き 、 こ の 第 ２ 連 通 口 に よ っ て 、 内 部 へ の 原 水 の 供 給 と 、 内 部 か
ら の 取 水 と を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 槽 本 体 内 の 天 井 又 は そ の 近 傍 に 、 注 湯 口 （ 第 １ 連 通 口 ） か ら 注 入 さ れ る 湯 を 、 減 速
さ せ つ つ 槽 本 体 の 天 井 へ 導 く 上 側 整 流 部 材 が 配 置 し て あ り 、 注 湯 口 （ 第 １ 連 通 口 ） か ら 注
入 さ れ た 湯 は 、 上 側 整 流 部 材 に よ っ て 緩 や か に 槽 本 体 内 の 天 井 へ 導 か れ て そ こ に 貯 え ら れ
て 行 く 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 注 入 さ れ た 湯
は 貯 湯 槽 の 天 井 か ら 底 部 へ 、 順 次 積 層 さ れ る 態 様 で 、 即 ち 、 原 水 と の 界 面 を 保 っ た 状 態 で
貯 え ら れ て 行 く 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 槽 本 体 内 の 底 部 又 は そ の 近 傍 に 、 給 水 口 （ 第 ２ 連 通 口 ） か ら 供 給 さ れ る 原 水 を 、
減 速 さ せ つ つ 槽 本 体 の 底 部 へ 導 く 下 側 整 流 部 材 が 配 置 し て あ り 、 給 水 口 （ 第 ２ 連 通 口 ） か
ら 内 部 に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 下 側 整 流 部 材 に よ っ て 緩 や か に 槽 本 体 内 の 底 部 へ 導 か れ て そ
こ に 貯 え ら れ て 行 く 。 従 っ て 、 前 同 様 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防
止 さ れ 、 内 部 に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 槽 本 体 の 底 部 に 留 ま り 、 湯 と 原 水 と の 界 面 が 乱 れ る こ
と な く 保 た れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ に よ っ て 、 貯 湯 槽 内 の ほ と ん ど の 領 域 を 湯 に す る こ と が で き 、 従 来 と 同 じ 容 積 の 貯
湯 槽 で 有 効 温 度 の 湯 水 を よ り 多 量 に 貯 蔵 す る こ と が で き る た め 、 よ り 少 な い 容 量 の 貯 湯 槽
を 適 用 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 に 要 す る 部 品 コ ス ト を 低 減 し 得 る と 共 に 、 よ り
狭 い 設 置 ス ペ ー ス に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 貯 湯 槽 内 に 配 置 し た 上 側 整 流 部 材 内 の 流 路 の 断 面 面 積 は 、 注 湯 口 の
断 面 面 積 （ 第 １ 連 通 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 の 流 路 の 断 面 面 積 ） よ り 大 き く 、 こ れ に よ っ て 、
注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 は 、 上 側 整 流 部 材 内 に 流 入 す る と そ の 流 速 が 低 減 さ れ 、 緩 や か な
流 れ と な っ て 貯 湯 槽 内 の 天 井 へ 導 か れ る 。 同 様 に 、 貯 湯 槽 内 に 配 置 し た 下 側 整 流 部 材 内 の
流 路 の 断 面 面 積 は 、 給 水 口 の 断 面 面 積 （ 第 ２ 連 通 路 か ら 供 給 さ れ る 原 水 の 流 路 の 断 面 面 積
） よ り 大 き く 、 給 水 管 か ら 供 給 さ れ る 原 水 は 、 下 側 整 流 部 材 内 に 流 入 す る と そ の 流 速 が 低
減 さ れ 、 緩 や か な 流 れ と な っ て 貯 湯 槽 内 の 底 部 へ 導 か れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 更 に 、 本 発 明 で は 、 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 は 、 上 側 整 流 部 材 の 内 面 に 衝 突 し て 進 行 方
向 が 天 井 へ 変 更 さ れ る よ う に し て あ り 、 給 水 口 か ら 供 給 さ れ る 原 水 は 、 下 側 整 流 部 材 の 内
面 に 衝 突 し て 進 行 方 向 が 底 部 へ 変 更 さ れ る よ う に し て あ る 。 こ の よ う に 、 湯 及 び 原 水 は 、
上 側 整 流 部 材 の 内 面 及 び 下 側 整 流 部 材 の 内 面 に そ れ ぞ れ 衝 突 し た 後 、 そ の 向 き を 変 え ら れ
て 槽 本 体 内 の 天 井 及 び 底 部 へ 導 か れ る た め 、 こ れ に よ っ て も 流 速 が 低 減 さ れ 、 よ り 減 速 さ
れ た 湯 及 び 原 水 が 槽 本 体 内 の 天 井 及 び 底 部 へ 導 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 前 述 し た 取 水 口 は 下 側 整 流 部 材 の 流 路 中 か ら 取 水 す る よ う に し て あ
る た め 、 給 水 口 か ら 下 側 整 流 部 材 の 流 路 内 へ 供 給 さ れ た 原 水 の 一 部 が そ の ま ま 取 水 さ れ 、
こ れ に よ っ て 、 原 水 の 供 給 が 槽 本 体 内 に 与 え る 撹 拌 の 影 響 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 取 水 口 の
断 面 面 積 を 下 側 整 流 部 材 の 流 路 の 断 面 面 積 よ り 小 さ く し て お く こ と に よ っ て 、 槽 本 体 内 か
ら 緩 や か に 取 水 す る こ と が で き 、 槽 本 体 内 か ら の 取 水 が 槽 本 体 内 に 与 え る 撹 拌 の 影 響 を 可
及 的 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 と こ ろ で 、 給 湯 口 か ら 外 部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め の 返 湯 口 が 槽 本 体 に 設
け て あ る 場 合 、 本 発 明 で は 、 槽 本 体 に 返 湯 口 が 、 直 接 又 は 管 状 部 材 を 介 し て 、 上 側 整 流 部
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材 内 へ 返 湯 す る よ う に 設 け て あ る 。 こ れ に よ っ て 、 槽 本 体 内 に 返 送 さ れ た 湯 水 は 、 注 湯 口
か ら 注 入 さ れ る 湯 と 混 合 し て 温 度 差 が 低 減 さ れ た 後 、 槽 本 体 内 の 天 井 へ 緩 や か に 導 か れ る
た め 、 返 湯 が 槽 本 体 内 に 与 え る 撹 拌 ・ 対 流 の 影 響 が 可 及 的 に 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 を 竪 型 の 貯 湯 槽 に 適 用 し た 場 合 は 次 の よ う な 構 成 に な る 。 即 ち 、 湯 水 を 貯 え る 竪
型 殻 状 の 槽 本 体 の 天 井 に 、 外 部 へ 湯 水 を 供 給 す る 給 湯 口 が 配 設 し て あ り 、 槽 本 体 の 天 井 側
に 、 内 部 へ 湯 を 注 入 す る 注 湯 口 及 び 給 湯 口 か ら 外 部 へ 供 給 し た 湯 水 を 内 部 へ 返 送 す る た め
の 返 湯 口 が 配 設 し て あ り 、 槽 本 体 の 底 部 側 に 、 内 部 へ 原 水 を 供 給 す る 給 水 口 及 び 内 部 か ら
取 水 す る 取 水 口 が 配 設 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 前 記 注 湯 口 に は 第 １ 管 部 材 が 連 通 さ せ て あ り 、 返 湯 口 に は 第 ２ 管 部 材 が 連 通 さ せ て あ り
、 両 管 部 材 は 、 槽 本 体 内 の 直 径 方 向 へ 互 い に 対 向 す る よ う に 延 設 し て あ る 。 槽 本 体 内 の 天
井 近 傍 に は 、 両 管 部 材 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し 、 そ の 開 口 を 前 記 天 井 に 臨
ま せ て 第 １ 上 側 整 流 器 が 配 置 し て あ り 、 こ の 第 １ 上 側 整 流 器 内 に 、 第 １ 管 部 材 の 先 端 部 及
び 第 ２ 管 部 材 の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ せ て あ る 。 第 １ 上 側 整 流 器 内 に は 、 第 １ 管 部 材 の
先 端 部 か ら 湯 が 、 ま た 第 ２ 管 部 材 の 先 端 部 か ら 返 送 さ れ た 湯 水 が 流 入 さ れ 、 湯 及 び 湯 水 は
第 １ 上 側 整 流 器 内 で 混 合 さ れ 温 度 が 低 減 さ れ る と 共 に 流 速 が 減 じ ら れ て 第 １ 上 側 整 流 器 の
開 口 か ら 槽 本 体 内 の 天 井 へ 緩 や か に 流 出 さ れ る 。 こ の と き 、 両 管 部 材 が 、 槽 本 体 内 の 直 径
方 向 へ 互 い に 対 向 す る よ う に 延 設 し て あ る た め 、 湯 及 び 湯 水 は 互 い に 衝 突 し 、 こ れ に よ っ
て も 流 速 が 低 減 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ 上 側 整 流 器 の 開 口 か ら 流 出 さ れ た 湯 は 、 貯 湯 槽 内 で
撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 貯 湯 槽 の 天 井 か ら 底 部 へ 、 順 次 積 層 さ れ る
態 様 で 、 即 ち 、 原 水 と の 界 面 を 保 っ た 状 態 で 貯 え ら れ て 行 く 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 方 、 給 水 口 に は 第 ３ 管 部 材 が 連 通 さ せ て あ り 、 取 水 口 に は 第 ４ 管 部 材 が 連 通 さ せ て あ
り 、 両 管 部 材 は 、 槽 本 体 内 の 直 径 方 向 へ 互 い に 対 向 す る よ う に 延 設 し て あ る 。 槽 本 体 内 の
底 部 近 傍 に は 、 両 管 部 材 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の 有 底 筒 状 を な し 、 そ の 開 口 を 前 記 底 部 に
臨 ま せ た 第 １ 下 側 整 流 器 が 配 置 し て あ り 、 こ の 第 １ 下 側 整 流 器 内 に 、 第 ３ 管 部 材 の 先 端 部
及 び 第 ４ 管 部 材 の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ せ て あ る 。 こ れ に よ っ て 、 給 水 口 か ら 内 部 に 供
給 さ れ た 原 水 は 、 前 同 様 、 第 １ 下 側 整 流 器 に よ っ て 緩 や か に 槽 本 体 内 の 底 部 へ 導 か れ て そ
こ に 貯 え ら れ て 行 く 。 従 っ て 、 前 同 様 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防
止 さ れ 、 内 部 に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 槽 本 体 の 底 部 に 留 ま り 、 湯 と 原 水 と の 界 面 が 乱 れ る こ
と な く 保 た れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ れ に よ っ て 、 貯 湯 槽 内 の ほ と ん ど の 領 域 を 湯 に す る こ と が で き 、 従 来 と 同 じ 容 積 の 貯
湯 槽 で 有 効 温 度 の 湯 水 を よ り 多 量 に 貯 蔵 す る こ と が で き る た め 、 よ り 少 な い 容 量 の 貯 湯 槽
を 適 用 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 に 要 す る 部 品 コ ス ト を 低 減 し 得 る と 共 に 、 よ り
狭 い 設 置 ス ペ ー ス に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 を 横 型 の 貯 湯 槽 に 適 用 し た 場 合 は 次 の よ う な 構 成 に な る 。 即 ち 、 湯 水 を 貯
え る 横 型 殻 状 の 槽 本 体 内 の 天 井 に 、 注 湯 口 の 内 径 及 び 返 湯 口 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の ト ン
ネ ル 状 の 第 ２ 上 側 整 流 器 が 貯 湯 槽 の 長 手 方 向 へ 設 け て あ り 、 ま た 、 槽 本 体 内 の 底 部 に 、 給
水 口 の 内 径 及 び 取 水 口 の 内 径 よ り 大 き い 内 径 の ト ン ネ ル 状 の 第 ２ 下 側 整 流 器 が 貯 湯 槽 の 長
手 方 向 へ 設 け て あ る 。 そ し て 、 給 湯 口 、 注 湯 口 及 び 返 湯 口 は 、 第 ２ 上 側 整 流 器 内 に 連 通 さ
せ て あ り 、 給 水 口 及 び 取 水 口 は 、 第 ２ 下 側 整 流 器 内 に 連 通 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ れ に よ っ て 、 注 湯 口 か ら 注 入 さ れ る 湯 、 及 び 返 湯 口 か ら 返 送 さ れ る 湯 水 は 第 ２ 上 側 整
流 器 内 で 混 合 さ れ 温 度 が 低 減 さ れ る と 共 に 流 速 が 減 じ ら れ て 第 ２ 上 側 整 流 器 の 開 口 か ら 槽
本 体 内 の 天 井 へ 緩 や か に 流 出 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 上 側 整 流 器 が 横 型 の 槽 本 体 の 長 手 方
向 へ 設 け て あ る た め 、 天 井 の 長 手 方 向 へ 拡 が り 、 撹 拌 ・ 対 流 が 生 じ 難 い 。 従 っ て 、 第 ２ 上
側 整 流 器 の 開 口 か ら 流 出 さ れ た 湯 は 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止
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さ れ 、 貯 湯 槽 の 天 井 か ら 底 部 へ 、 順 次 積 層 さ れ る 態 様 で 、 即 ち 、 原 水 と の 界 面 を 保 っ た 状
態 で 貯 え ら れ て 行 く 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 給 水 口 か ら 給 水 さ れ る 原 水 は 、 前 同 様 、 第 ２ 下 側 整 流 器 に よ っ て 緩 や か に 槽 本 体
内 の 底 部 へ 導 か れ て そ こ に 貯 え ら れ て 行 く 。 従 っ て 、 貯 湯 槽 内 で 撹 拌 ・ 対 流 を 生 じ る こ と
が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 内 部 に 供 給 さ れ た 原 水 は 、 槽 本 体 の 底 部 に 留 ま り 、 湯 と 原 水 と の 界
面 が 乱 れ る こ と な く 保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 に 係 る 給 湯 装 置 は 、 前 述 し た 貯 湯 槽 を 備 え る た め 、 貯 湯 槽 に 要 す る 部
品 コ ス ト を 低 減 し 得 る と 共 に 、 よ り 狭 い 設 置 ス ペ ー ス に 貯 湯 槽 を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 給 湯 装 置 は 、 槽 本 体 の 底 部 近 傍 に 配 置 し 検 温 器 が 所 定 温 度 以 下 の 温
度 を 検 出 し た 場 合 、 制 御 器 は ポ ン プ を 起 動 さ せ て 、 槽 本 体 内 か ら 取 水 さ せ 、 そ れ を 加 熱 器
へ 送 っ て 加 熱 さ せ 、 注 湯 管 及 び 注 湯 口 か ら 槽 内 へ 湯 を 供 給 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 槽 本 体
内 の 略 全 領 域 が 所 定 の 温 度 の 湯 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 一 方 、 本 発 明 に 係 る 給 湯 装 置 は 、 貯 湯 槽 内 の 温 度 を 検 出 す る 一 又 は 複 数 の 他 の 検 温 器 が
、 槽 本 体 の 高 さ 方 向 へ 前 記 検 温 器 と 位 置 を 異 な ら せ て 配 設 し て あ り 、 前 述 し た 制 御 器 は 、
切 替 手 段 に よ っ て 、 前 記 検 温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 及 び 前 記 他 の 検 温 器 か ら 与 え ら れ
る 温 度 信 号 の 内 、 前 記 ポ ン プ の 運 転 の 制 御 に 用 い る 温 度 信 号 を 切 り 替 え る よ う に し て あ る
。 こ れ に よ っ て 、 貯 湯 槽 に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 、 貯 湯 槽 の 天 井 部 か ら 対 応
す る 検 温 器 が 取 付 け ら れ た 高 さ 位 置 ま で の 容 量 に そ れ ぞ れ 変 更 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 切 替 手 段 に は 、 検 温 器 及 び ／ 又 は 他 の 検 温 器 に 対 応 し て 、 任 意 の 切 替 時 刻 を 設 定 す
る こ と が で き る 切 替 時 刻 設 定 手 段 と 、 時 刻 を 計 測 す る 時 計 と が 設 け て あ り 、 切 替 手 段 は 、
時 計 が 計 測 し た 時 刻 と 切 替 時 刻 設 定 手 段 で 設 定 さ れ た 時 刻 と が 一 致 し た と き 、 対 応 す る 検
温 器 か ら 与 え ら れ る 温 度 信 号 に 切 り 替 え る 。 例 え ば 、 相 対 的 に 低 い 高 さ 位 置 の 検 温 器 と 切
替 時 刻 設 定 手 段 と を 対 応 付 け て お き 、 給 湯 量 が 多 い 時 刻 を 切 替 時 刻 設 定 手 段 に よ っ て 設 定
し て お く 。 そ し て 、 切 替 手 段 は 、 時 計 が 計 測 し た 時 刻 と 、 切 替 時 刻 設 定 手 段 に よ っ て 設 定
さ れ た 時 刻 と が 一 致 し た 場 合 、 相 対 的 に 低 い 高 さ 位 置 の 検 温 器 か ら 与 え ら れ た 温 度 信 号 に
切 り 替 え る 。 こ れ に よ っ て 、 給 湯 量 が 多 い 時 間 帯 に 、 貯 湯 槽 に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水
の 容 量 を 多 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 方 、 原 水 用 検 温 器 に よ っ て 給 水 管 で 貯 湯 槽 に 供 給 さ れ る 原 水 の 温 度 を 検 出 し 、 切 替 手
段 は 、 原 水 用 検 温 器 が 検 出 し た 原 水 の 温 度 及 び 予 め 設 定 さ れ た 基 準 温 度 以 下 の 場 合 、 相 対
的 に 低 い 高 さ 位 置 の 検 温 器 か ら 与 え ら れ た 温 度 信 号 に 切 り 替 え 、 原 水 用 検 温 器 が 検 出 し た
原 水 の 温 度 及 び 予 め 設 定 さ れ た 基 準 温 度 を 超 え る 場 合 、 相 対 的 に 高 い 高 さ 位 置 の 検 温 器 か
ら 与 え ら れ た 温 度 信 号 に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 例 の 内 容 を 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 中 、 １ は 貯 湯 槽 で あ る 。 貯
湯 槽 １ は 、 縦 に 配 し た 円 筒 状 の 本 体 １ ０ ａ の 上 下 端 を 部 分 球 形 状 の 天 井 部 １ ０ ｂ 及 び 底 部
１ ０ ｃ で 封 止 し て な る 竪 型 の 槽 本 体 １ ０ を 備 え て お り 、 貯 湯 槽 １ の 底 部 １ ０ ｃ に は 複 数 の
脚 部 が 設 け て あ る 。 本 体 １ ０ ａ で あ っ て 底 部 １ ０ ｃ 近 傍 の 位 置 に は 、 水 道 水 等 の 原 水 を 供
給 す る 給 水 管 ５ ０ が 連 結 し て あ り 、 該 給 水 管 ５ ０ か ら 貯 湯 槽 １ 内 に 原 水 が 加 圧 供 給 さ れ る
。 こ れ に よ っ て 、 貯 湯 槽 １ 内 が 加 圧 状 態 に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 貯 湯 槽 １ に は 、 貯 湯 槽 １ 内 の 貯 蔵 水 を 昇 温 す べ く 取 水 す る 取 水 管 ５ ３ の 一 端 が 、
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前 述 し た 給 水 管 ５ ０ の 連 結 位 置 と 対 向 配 置 し て あ り 、 該 取 水 管 ５ ３ の 他 端 は 、 無 圧 型 又 は
減 圧 型 等 の 加 熱 器 ４ ０ の 入 水 口 に 連 結 し て あ る 。 こ の 取 水 管 ５ ３ の 中 途 位 置 に は 、 貯 湯 槽
１ 内 の 貯 蔵 水 を 加 熱 器 ４ ０ へ 給 送 す る ポ ン プ ４ １ が 介 装 し て あ る 。 ま た 、 加 熱 器 ４ ０ に は
、 加 熱 昇 温 し た 湯 水 を 出 水 す る 出 水 口 が 設 け て あ り 、 該 出 水 口 に は 、 前 記 貯 湯 槽 １ へ 湯 水
を 注 入 す る 注 湯 管 ５ ４ の 一 端 が 連 結 し て あ る 。 注 湯 管 ５ ４ の 他 端 は 、 貯 湯 槽 １ の 本 体 １ ０
ａ で あ っ て 天 井 部 １ ０ ｂ 近 傍 の 位 置 に 連 結 し て あ り 、 ま た 、 注 湯 管 ５ ４ の 中 途 に は 自 動 空
気 抜 き 弁 ６ １ が 介 装 し て あ る 。 こ れ に よ っ て 、 貯 湯 槽 １ 内 の 貯 蔵 水 を 加 熱 ・ 昇 温 す る 循 環
路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 述 し た 加 熱 器 ４ ０ に は 、 気 体 又 は 液 体 の 燃 料 を 供 給 す る 燃 料 用 管 ４ ６ が 連 結 し て あ る
。 ま た 、 加 熱 器 ４ ０ に も 給 水 管 ５ ０ が バ ル ブ を 介 し て 連 結 し て あ り 、 必 要 に 応 じ て 給 水 管
５ ０ か ら 加 熱 器 ４ ０ 内 に 、 原 水 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 更 に 、 加 熱 器 ４ ０ に は 排
水 管 が 連 結 し て あ り 、 内 部 水 を 排 水 し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 一 方 、 貯 湯 槽 １ の 天 井 部 １ ０ ｂ 中 央 に は 、 該 貯 湯 槽 １ 内 に 貯 え ら れ た 湯 水 を 使 用 場 所 へ
供 給 す る 給 湯 管 ５ １ が 連 結 し て あ り 、 貯 湯 槽 １ 内 の 湯 水 は 内 部 圧 力 に よ っ て 給 湯 管 ５ １ 内
へ 吐 出 さ れ る 。 こ の 給 湯 管 ５ １ に は 、 蛇 口 ・ シ ャ ワ ー ヘ ッ ド 等 に 連 通 す る 複 数 の 枝 管 が 連
結 し て あ り 、 給 湯 管 ５ １ 内 を 通 流 す る 湯 水 は 各 枝 管 へ 供 給 さ れ る 。 蛇 口 ・ シ ャ ワ ー ヘ ッ ド
等 及 び 前 述 し た 枝 管 が 連 結 す る 各 連 結 部 に は 、 前 述 し た 給 水 管 ５ ０ に 連 通 す る 枝 管 も 接 続
し て あ り 、 各 連 結 部 内 で 湯 水 と 原 水 と を 混 合 す る こ と に よ っ て 、 所 要 の 温 度 の 湯 水 を 使 用
し 得 る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 前 記 給 湯 管 ５ １ は 返 湯 管 ５ ２ に 連 通 し て お り 、 該 返 湯 管 ５ ２ は 貯 湯 槽 １ の 本 体 １ ０ ａ の
前 記 注 湯 管 ５ ４ の 連 結 位 置 と 対 向 す る 位 置 に 固 着 し て あ る 。 こ の 返 湯 管 ５ ２ の 中 途 に は 返
湯 用 ポ ン プ が 介 装 し て あ り 、 返 湯 管 ５ ２ 内 の 湯 水 は 返 湯 用 ポ ン プ に よ っ て 貯 湯 槽 １ 内 へ 還
流 さ れ る 。 こ の よ う に 、 貯 湯 槽 １ 内 の 湯 水 が 給 湯 管 ５ １ 及 び 返 湯 管 ５ ２ に よ っ て 循 環 さ れ
て い る た め 、 前 述 し た 枝 管 へ 適 宜 温 度 の 湯 水 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 と こ ろ で 、 貯 湯 槽 １ の 天 井 部 １ ０ ｂ に は 膨 張 管 ５ ６ の 一 端 が 連 結 し て あ り 、 膨 張 管 ５ ６
の 他 端 は 、 三 叉 連 結 部 材 を 介 し て 、 密 閉 式 の 膨 張 タ ン ク ６ ０ 及 び 排 水 管 に 各 別 に 連 結 し て
あ る 。 そ し て 、 貯 湯 槽 １ 内 の 湯 温 上 昇 に よ る 膨 張 に よ っ て 溢 れ た 湯 水 は 、 膨 張 管 ５ ６ を 通
っ て 膨 張 タ ン ク ６ ０ 内 に 一 時 的 に 貯 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 膨 張 管 ５ ６ の 中 途
に は 逃 し 弁 ６ ２ が 介 装 し て あ り 、 該 逃 し 弁 ６ ２ は 、 貯 湯 槽 １ 内 が 規 定 圧 力 に な っ た と き 作
動 し て 、 内 部 圧 力 を 逃 が す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 一 方 、 貯 湯 槽 １ の 底 部 １ ０ ｃ に は 、 貯 蔵 水 の 温 度 が 所 定 温 度 以 下 に な っ た と き オ ン （ 又
は オ フ ） す る サ ー モ ス タ ッ ト ４ ２ の 検 温 器 ４ ３ が 、 該 底 部 １ ０ ｃ の 壁 面 を 貫 通 す る 態 様 で
取 り 付 け て あ り 、 該 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ２ が オ ン （ 又 は オ フ ） し た 場 合 、 ポ ン プ ４ １ が 作 動
す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ２ は 図 １ に 示 し た 貯 湯 槽 １ の 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 中 、 図 １ に 示 し た 部 分 に 対 応
す る 部 分 に は 、 同 じ 番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 図 ２ に 示 し た 如 く 、 貯 湯 槽 １ の 天
井 部 １ ０ ｂ の 中 央 に は 、 槽 内 に 連 通 す る 筒 状 の 給 湯 口 ２ が 突 設 し て あ り 、 該 給 湯 口 ２ に は
前 述 し た 給 湯 管 ５ １ （ 図 １ 参 照 ） が 連 結 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 一 方 、 貯 湯 槽 １ 内 の 天 井 部 １ ０ ｂ 及 び 底 部 １ ０ ｃ 近 傍 の 位 置 に は 、 有 底 筒 状 の 第 １ 上 側
整 流 器 １ １ 及 び 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ が 、 そ れ ぞ れ 開 口 を 天 井 部 １ ０ ｂ 及 び 底 部 １ ０ ｃ に 向
け て 、 そ の 中 心 軸 を 貯 湯 槽 １ の 中 心 軸 と 一 致 さ せ て 配 設 し て あ り 、 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の
開 口 端 と 天 井 部 １ ０ ｂ の 内 面 と の 間 及 び 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の 開 口 端 と 底 部 １ ０ ｃ の 内 面
と の 間 に は 適 宜 寸 法 の 間 隙 が そ れ ぞ れ 形 成 し て あ る 。
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【 ０ ０ ７ ６ 】
　 貯 湯 槽 １ の 本 体 １ ０ ａ で あ っ て 天 井 部 １ ０ ｂ 近 傍 の 位 置 に は 、 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 口
径 よ り 小 さ い 口 径 を 有 し 、 貯 湯 槽 １ を 貫 通 す る 第 １ 及 び 第 ２ 貫 通 管 ２ ５ ， ２ ６ が 周 方 向 へ
対 向 配 置 し て あ り 、 第 １ 貫 通 管 ２ ５ に は 本 体 １ ０ ａ に 設 け た 注 湯 口 ５ を 介 し て 加 熱 器 ４ ０
に よ っ て 加 熱 ・ 昇 温 さ れ た 湯 水 が 通 流 さ れ る 注 湯 管 ５ ４ が 、 ま た 、 第 ２ 貫 通 管 ２ ６ に は 本
体 １ ０ ａ に 設 け た 返 湯 口 ６ を 介 し て 返 湯 管 ５ ２ （ 共 に 図 １ 参 照 ） が 連 結 さ れ る よ う に な っ
て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ 貫 通 管 ２ ５ ， ２ ６ の 先 端 部 分 は 、 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 底 部 近 傍 の
周 面 を そ れ ぞ れ 貫 通 さ せ て あ り 、 両 貫 通 管 ２ ５ ， ２ ６ の 先 端 は 斜 断 し て 、 両 貫 通 管 ２ ５ ，
２ ６ か ら 吐 出 さ れ る 水 流 が 互 い に 衝 突 し た 後 、 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 底 部 に 衝 突 す る よ う
に な し て あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 一 方 、 貯 湯 槽 １ の 本 体 １ ０ ａ で あ っ て 底 部 １ ０ ｃ 近 傍 の 位 置 に は 、 前 同 様 、 第 １ 下 側 整
流 器 １ ２ の 口 径 よ り 小 さ い 口 径 を 有 し 、 貯 湯 槽 １ を 貫 通 す る 第 ３ 及 び 第 ４ 貫 通 管 ２ ３ ， ２
４ が 周 方 向 へ 対 向 配 置 し て あ り 、 第 ４ 貫 通 管 ２ ４ に は 本 体 １ ０ ａ に 設 け た 取 水 口 ４ を 介 し
て 加 熱 器 ４ ０ へ 取 水 す る 取 水 管 ５ ３ が 、 ま た 、 第 ３ 貫 通 管 ２ ３ に は 本 体 １ ０ ａ に 設 け た 給
水 口 ３ を 介 し て 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 ５ ０ （ 共 に 図 １ 参 照 ） が 連 結 さ れ る よ う に な っ て い
る 。 第 ３ 及 び 第 ４ 貫 通 管 ２ ３ ， ２ ４ の 先 端 部 分 は 、 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の 底 部 近 傍 の 周 面
を そ れ ぞ れ 貫 通 さ せ て あ り 、 両 貫 通 管 ２ ３ ， ２ ４ の 先 端 は 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の 底 部 側 に
開 口 が 向 く よ う に 斜 断 し て あ る 。 こ れ に よ っ て 、 第 ３ 貫 通 管 ２ ３ か ら 吐 出 さ れ る 原 水 は 、
そ の 一 部 が 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の 底 部 に 衝 突 し 、 残 部 が 第 ４ 貫 通 管 ２ ３ 内 へ 直 接 的 に 流 入
す る 一 方 、 第 ４ 貫 通 管 ２ ４ に は 、 第 ３ 貫 通 管 ２ ３ か ら 直 接 的 に 流 入 さ れ る 原 水 及 び 第 １ 下
側 整 流 器 １ ２ の 底 部 近 傍 領 域 の 水 が 流 入 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 前 述 し た 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 口 径 は 、 当 該 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 単 位 時 間 当 り の 通 流
量 が 、 第 １ 貫 通 管 ２ ５ 又 は 第 ２ 貫 通 管 ２ ６ の 単 位 時 間 当 り の 通 流 量 の １ ／ ４ ～ １ ／ １ ０ 程
度 に な る よ う に し て あ る 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ 貫 通 管 ２ ５ か ら 吐 出 さ れ る 湯 水 の 流 速 、 及
び 第 ２ 貫 通 管 ２ ６ か ら 吐 出 さ れ る 返 湯 水 の 流 速 が 共 に 低 下 し て 、 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 開
口 か ら 給 湯 口 ２ へ 向 か っ て 高 い 温 度 の 湯 水 が 緩 や か に 流 出 さ れ る た め 、 貯 湯 槽 １ 内 で 対 流
・ 撹 拌 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 流 出 さ れ た 湯 水 は 貯 湯 槽 １ の 天 井 部 １ ０ ｂ か ら
底 部 １ ０ ｃ へ 、 順 次 積 層 さ れ る 態 様 で 、 即 ち 、 よ り 低 温 の 貯 蔵 水 と の 界 面 を 保 っ た 状 態 で
貯 え ら れ て 行 く 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 更 に 、 第 １ 貫 通 管 ２ ５ 及 び 第 ２ 貫 通 管 ２ ６ は 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 周 方 向 へ 対 向 配 置 し
て あ る た め 、 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ 内 で 、 第 １ 貫 通 管 ２ ５ か ら 吐 出 さ れ る 湯 水 の 一 部 と 、 第
２ 貫 通 管 ２ ６ か ら 吐 出 さ れ る 返 湯 水 の 一 部 と が 衝 突 し て 、 互 い に 流 速 が 低 下 す る と 共 に 、
第 １ 貫 通 管 ２ ５ か ら 吐 出 さ れ る 湯 水 の 残 部 及 び 第 ２ 貫 通 管 ２ ６ か ら 吐 出 さ れ る 返 湯 水 の 残
部 は 、 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ の 底 部 に 衝 突 し て 共 に 流 速 が 低 下 す る た め 、 第 １ 上 側 整 流 器 １
１ の 開 口 か ら 流 出 さ れ る 湯 水 は よ り 緩 や か に な る 。 ま た 、 第 １ 貫 通 管 ２ ５ か ら 吐 出 さ れ る
湯 水 の 温 度 と 、 第 ２ 貫 通 管 ２ ６ か ら 吐 出 さ れ る 返 湯 水 の 温 度 と の 間 に は 差 が あ る が 、 両 者
は 第 １ 上 側 整 流 器 １ １ 内 で 混 合 さ れ る こ と に よ っ て 温 度 差 が 解 消 さ れ る た め 、 温 度 差 に よ
る 対 流 の 発 生 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 一 方 、 よ り 低 温 の 貯 蔵 水 が 、 貯 湯 槽 １ 内 の 底 部 １ ０ ｃ 近 傍 に 配 設 し た 第 １ 下 側 整 水 器 １
２ を 介 し て 第 ４ 貫 通 管 ２ ４ へ 取 水 さ れ る 。 こ の と き 、 前 同 様 、 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の 口 径
は 、 当 該 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の 単 位 時 間 当 り の 通 流 量 が 、 第 ３ 貫 通 管 ２ ３ 又 は 第 ４ 貫 通 管
２ ４ の 単 位 時 間 当 り の 通 流 量 の １ ／ ４ ～ １ ／ １ ０ 程 度 に な る よ う に し て あ る 。 こ れ に よ っ
て 、 貯 蔵 水 が 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ 内 へ 緩 や か に 流 入 す る た め 、 取 水 に よ る 貯 蔵 水 の 対 流 の
発 生 が 可 及 的 に 抑 制 さ れ 、 相 対 的 に 高 温 の 貯 蔵 水 と 相 対 的 に 低 温 の 貯 蔵 水 と の 界 面 を 保 っ
た 状 態 で 、 相 対 的 に 低 温 の 貯 蔵 水 を 採 取 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
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　 更 に 、 第 ３ 貫 通 管 ２ ３ か ら 吐 出 さ れ る 原 水 の 一 部 が 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ 内 で 、 直 接 的 に
第 ４ 貫 通 管 ２ ４ に よ っ て 取 水 さ れ る た め 、 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ を 介 し て 貯 湯 槽 １ 内 の 底 部
１ ０ ｃ 近 傍 か ら 取 水 さ れ る 貯 蔵 水 の 量 が 少 な く 、 従 っ て 、 取 水 に よ る 貯 蔵 水 の 対 流 の 発 生
が 更 に 抑 制 さ れ る の に 加 え 、 第 ３ 貫 通 管 ２ ３ か ら 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ を 介 し て 貯 湯 槽 １ 内
へ 直 接 的 に 供 給 さ れ る 原 水 の 量 も 低 減 さ れ 、 原 水 の 供 給 に よ る 貯 蔵 水 の 対 流 も 抑 制 さ れ る
。 ま た 、 第 ３ 貫 通 管 ２ ３ か ら 供 給 さ れ る 原 水 の 温 度 と 、 貯 湯 槽 １ 内 の 底 部 １ ０ ｃ 近 傍 の 貯
蔵 水 の 温 度 と の 間 に は 差 が あ る が 、 両 者 は 第 １ 下 側 整 流 管 １ ２ 内 で 混 合 さ れ る こ と に よ っ
て 温 度 差 が 低 減 さ れ る た め 、 温 度 差 に よ る 貯 蔵 水 の 対 流 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 従 っ て 、 加 熱 器 ４ ０ の 加 熱 能 力 以 内 で 給 湯 し て い る 場 合 、 貯 湯 槽 １ 内 の 第 １ 下 側 整 流 器
１ ２ の 開 口 端 位 置 よ り 上 方 に 、 ６ ５ ℃ 以 上 の 高 湯 水 温 領 域 が 形 成 さ れ 、 貯 湯 槽 １ 内 の 第 １
下 側 整 流 器 １ ２ の 開 口 端 位 置 よ り 下 方 に 、 ２ ５ ℃ 未 満 の 水 温 領 域 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、
貯 湯 槽 １ 内 の 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の 開 口 端 位 置 に 、 高 湯 水 温 領 域 と 水 温 領 域 と の 界 面 が 形
成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 貯 湯 槽 １ に あ っ て は 、 貯 湯 槽 １ 内 の ほ と ん ど の 領 域
を 高 湯 水 温 領 域 に す る こ と が で き 、 従 来 と 同 じ 容 積 の 貯 湯 槽 １ で 有 効 温 度 の 湯 水 を よ り 多
量 に 貯 蔵 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 給 湯 装 置 に お い て 、 加 熱 器 ４ ０ の 加 熱 能 力 以 上 の 給 湯 は 次 の よ う に 実
施 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 給 湯 装 置 に お い て 、 貯 湯 槽 内 の 湯 水 を 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え
て 給 湯 し た 場 合 の 貯 湯 槽 内 の 貯 蔵 水 の 温 度 変 化 を 模 式 的 に 示 す 図 面 で あ る 。 な お 、 図 中 、
図 ２ に 示 し た 部 分 に 対 応 す る 部 分 に は 同 じ 番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 し た 如 く 、 給 湯 開 始 時 に あ っ て は 、 貯 湯 槽 １ 内 の 第 １ 下 側 整 流 器 １ ２ の
開 口 端 位 置 よ り 上 方 に 、 ６ ５ ℃ 以 上 の 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ が 形 成 さ れ 、 貯 湯 槽 １ 内 の 第 １ 下
側 整 流 器 の 開 口 端 位 置 よ り 下 方 に 、 ２ ５ ℃ 未 満 の 水 温 領 域 Ｒ ｗ が 形 成 さ れ て お り 、 貯 湯 槽
１ 内 の 第 １ 下 側 整 流 器 の 開 口 端 位 置 に 、 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ と 水 温 領 域 Ｒ ｗ と の 界 面 が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 し か し 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え た 給 湯 が 続 く と 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 し た 如 く 、 貯 湯 槽 １
か ら 吐 出 さ れ る 給 湯 量 に 応 じ た 量 の 原 水 が 給 水 口 ３ か ら 貯 湯 槽 １ 内 に 供 給 さ れ る 一 方 、 加
熱 器 に よ っ て 加 熱 ・ 昇 温 さ れ た 湯 水 が 注 湯 口 ５ か ら 槽 内 へ 流 入 さ れ る 量 が 、 槽 外 へ 吐 出 さ
れ る 給 湯 量 よ り 少 な い た め 、 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ が 減 少 し 始 め る と 共 に 、 水 温 領 域 Ｒ ｗ が 拡
大 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 更 に 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え た 給 湯 が 続 く と 、 図 ３ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） 及 び （ ｅ ） に 示 し
た 如 く 、 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ が 減 少 す る 一 方 、 前 述 し た 界 面 を 保 持 し つ つ 、 水 温 領 域 Ｒ ｗ が
更 に 拡 大 す る 。 し か し 、 こ れ ら の 間 、 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ と 水 温 領 域 Ｒ ｗ と の 界 面 が 略 保 た
れ た 状 態 で 、 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ が 減 少 す る た め 、 有 効 温 度 の 湯 水 が 供 給 さ れ 続 け る 。 そ し
て 、 図 ３ （ ｅ ） に 示 し た 如 く 、 貯 湯 槽 １ 内 の ほ と ん ど の 領 域 が 水 温 領 域 Ｒ ｗ と な っ て 、 高
湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ が 消 失 す る ま で 、 有 効 温 度 の 湯 水 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ の よ う に 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え た 給 湯 の 開 始 時 に 、 貯 湯 槽 １ 内 の ほ と ん ど の 領 域
を 占 め る 高 湯 水 温 領 域 Ｒ ｈ の 略 全 量 が 、 有 効 温 度 を 保 っ た 状 態 で 供 給 さ れ る た め 、 貯 湯 槽
１ の 容 量 を 従 来 の 貯 湯 槽 と 同 じ 容 積 に し た 場 合 は 、 有 効 温 度 の 湯 水 を よ り 長 時 間 供 給 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 貯 湯 槽 及 び 従 来 の 貯 湯 槽 を 用 い て 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 以 上 の 給 湯
を 行 っ た 場 合 の 給 湯 水 の 温 度 を 経 時 的 に 測 定 し た 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 中 、 （ ａ ）
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は 図 ２ に 示 し た 本 発 明 に 係 る 貯 湯 槽 を 用 い た 場 合 を 、 （ ｂ ） は 図 ５ に 示 し た 従 来 の 貯 湯 槽
を 用 い た 場 合 を 示 し て い る 。 ま た 、 縦 軸 は 給 湯 温 度 を 、 横 軸 は 時 間 を そ れ ぞ れ 表 し て い る
。 な お 、 い ず れ の 場 合 も 、 同 じ 加 熱 能 力 を 有 す る 給 湯 装 置 を 用 い 、 ２ ０ ０ ０ Ｌ の 容 量 の 貯
湯 槽 か ら １ ２ ０ Ｌ ／ 分 で 給 湯 し た 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ４ （ ｂ ） か ら 明 ら か な 如 く 、 従 来 の 貯 湯 槽 を 用 い た 場 合 、 給 湯 水 の 温 度 は 、 加 熱 器 の
加 熱 能 力 以 上 の 給 湯 を 開 始 し て か ら 略 ９ 分 経 過 し た 時 点 で ５ ０ ℃ 以 下 に な り 、 略 １ ７ 分 経
過 し た 時 点 で ４ ５ ℃ 以 下 に な っ て い た 。 こ れ に 対 し 、 図 ４ （ ａ ） か ら 明 ら か な 如 く 、 本 発
明 に 係 る 貯 湯 槽 に あ っ て は 、 給 湯 水 の 温 度 は 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 以 上 の 給 湯 を 開 始 し て か
ら ３ ５ 分 経 過 し た 時 点 で も ５ ０ ℃ 以 上 で あ っ た 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 従 っ て 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 以 上 の 給 湯 を 開 始 し て か ら 、 有 効 温 度 の 湯 水 を 供 給 し 続 け 得
る 能 力 が 従 来 の 貯 湯 槽 と 同 程 度 で よ い 場 合 、 よ り 小 さ い 容 量 の 貯 湯 槽 を 設 置 す る こ と が で
き 、 貯 湯 槽 に 要 す る 部 品 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ５ は 、 実 施 例 ２ に 係 る 貯 湯 槽 の 部 分 縦 断 面 図 で あ り 、 横 型 の も の に 適 用 し た 場 合 を 示
し て い る 。 本 実 施 例 の 貯 湯 槽 １ は 、 横 に 配 し た 円 筒 状 の 本 体 ２ ０ ａ の 両 端 を 部 分 球 形 状 の
側 部 ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｂ で 封 止 し て な る 槽 本 体 ２ ０ を 備 え て お り 、 一 方 の 側 部 ２ ０ ｂ に は 槽 内
を 清 掃 す る た め の 出 入 口 が 着 脱 可 能 な 扉 で 封 止 し た 態 様 で 設 け て あ る 。 ま た 、 貯 湯 槽 １ の
本 体 ２ ０ ａ の 底 部 に は 複 数 の 脚 部 が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 体 ２ ０ ａ の 天 井 部 内 面 中 央 に は 、 側 面 視 が Ｕ 字 形 状 で あ り 平 面 視 が 横 長 長 方 形 状 の 第
２ 上 側 整 流 器 ３ １ が 、 そ の 長 辺 を 貯 湯 槽 １ の 長 手 方 向 に し て 固 着 し て あ り 、 該 第 ２ 上 側 整
流 器 ３ １ 及 び 本 体 ２ ０ ａ の 天 井 部 内 面 に よ っ て ト ン ネ ル 状 の 流 路 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 本 体 ２ ０ ａ の 底 部 内 面 中 央 に は 、 第 １ 上 側 整 流 器 ３ １ と 同 形 の 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ が 、
第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ に 対 向 配 置 し て あ り 、 前 同 様 、 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ 及 び 本 体 ２ ０ ａ の
底 部 内 面 に よ っ て ト ン ネ ル 状 の 流 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 本 体 ２ ０ ａ の 天 井 部 外 面 中 央 に は 、 前 記 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ 内 に 連 通 す る 筒 状 を な し 、
図 １ に 示 し た 給 湯 管 ５ １ が 連 結 す る 給 湯 口 ２ が 立 設 し て あ り 、 該 給 湯 口 ２ の 両 側 に は 、 共
に 前 同 様 、 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ 内 に 連 通 す る 筒 状 を な し 、 図 １ に 示 し た 返 湯 管 ５ ２ が 連 結
す る 返 湯 口 ６ 、 及 び 加 熱 器 ４ ０ に よ っ て 加 熱 さ れ た 湯 水 が 通 流 す る 注 湯 管 ５ ４ が 連 結 す る
注 湯 口 ５ が 、 前 記 給 湯 口 ２ と 一 列 に な る よ う に 互 い に 適 宜 の 距 離 を 隔 て て 配 設 し て あ る 。
そ し て 、 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ の 内 寸 は 、 こ れ に よ っ て 形 成 さ れ る 流 路 の 単 位 時 間 当 り の 流
量 が 、 注 湯 口 ２ 又 は 返 湯 口 ６ か ら 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ 内 に 流 入 さ れ る 単 位 時 間 当 り の 流 量
の １ ／ ４ ～ １ ／ １ ０ 程 度 に な る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 一 方 、 本 体 ２ ０ ａ の 底 部 外 面 中 央 に は 、 前 記 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ 内 に 連 通 す る 筒 状 を な
し 、 図 １ に 示 し た 原 水 を 供 給 す る 給 水 管 ５ ０ が 連 結 す る 給 水 口 ３ が 垂 設 し て あ り 、 該 給 水
口 ３ か ら 適 宜 距 離 を 隔 て て 、 前 同 様 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ 内 に 連 通 す る 筒 状 を な し 、 図 １ に
示 し た 取 水 管 ５ ３ が 連 結 す る 取 水 口 ４ が 垂 設 し て あ る 。 そ し て 、 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ の 内
寸 は 、 こ れ に よ っ て 形 成 さ れ る 流 路 の 単 位 時 間 当 り の 流 量 が 、 給 水 口 ３ か ら 第 ２ 下 側 整 流
器 ３ ２ 内 に 流 入 さ れ る 単 位 時 間 当 り の 流 量 の １ ／ ４ ～ １ ／ １ ０ 程 度 に な る よ う に し て あ る
。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 本 体 ２ ０ ａ の 底 部 に は 、 前 述 し た 検 温 器 ４ ３ が 取 り 付 け て あ り 、 該 検 温 器 ４ ３ は
本 体 ２ ０ ａ の 底 部 を 貫 通 し て 、 そ の 先 端 が 僅 か に 貯 湯 槽 １ 内 に 突 出 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の よ う な 貯 湯 槽 １ に あ っ て は 、 返 湯 口 ６ 及 び 注 湯 口 ５ か ら 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ 内 に 吐
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出 さ れ る 湯 水 の 流 速 が 共 に 低 下 し て 、 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ の 両 開 口 か ら 、 本 体 ２ ０ ａ 内 の
天 井 部 近 傍 の 領 域 に 、 貯 湯 槽 １ の 長 手 方 向 へ 向 か っ て 高 い 温 度 の 湯 水 が 緩 や か に 流 出 さ れ
る た め 、 貯 湯 槽 １ 内 で 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的 に 防 止 さ れ 、 流 出 さ れ た 湯 水 は 貯 湯 槽 １
の 天 井 部 か ら 底 部 へ 、 順 次 積 層 さ れ る 態 様 で 、 即 ち 、 よ り 低 温 の 貯 蔵 水 と の 界 面 を 保 っ た
状 態 で 貯 え ら れ て 行 く 。 ま た 、 注 湯 口 ５ か ら 吐 出 さ れ る 湯 水 の 温 度 と 、 返 湯 口 ６ か ら 吐 出
さ れ る 返 湯 水 の 温 度 と の 間 に は 差 が あ る が 、 両 者 は 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ 内 で 混 合 さ れ る こ
と に よ っ て 温 度 差 が 解 消 さ れ る た め 、 温 度 差 に よ る 対 流 の 発 生 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 一 方 、 給 水 口 ３ か ら 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ 内 に 吐 出 さ れ る 湯 水 の 流 速 が 低 下 し て 、 第 ２ 下
側 整 流 器 ３ ２ の 両 開 口 か ら 、 本 体 ２ ０ ａ 内 の 底 部 近 傍 の 領 域 に 、 貯 湯 槽 １ の 長 手 方 向 へ 向
か っ て 低 い 温 度 の 水 が 緩 や か に 流 出 さ れ る た め 、 貯 湯 槽 １ 内 で 対 流 を 生 じ る こ と が 可 及 的
に 防 止 さ れ 、 流 出 さ れ た 水 は 本 体 ２ ０ ａ 内 の 底 部 近 傍 の 領 域 に 留 ま る 。 し か も 、 給 水 口 ３
の 近 傍 に 取 水 口 ４ が 配 置 し て あ り 、 給 水 口 ３ か ら 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ 内 へ 吐 出 さ れ た 原 水
の 一 部 が 直 接 的 に 取 水 口 ４ 内 へ 流 入 す る た め 、 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ を 介 し て 貯 湯 槽 １ 内 の
底 部 近 傍 か ら 取 水 さ れ る 貯 蔵 水 の 量 が 少 な く 、 従 っ て 、 取 水 に よ る 貯 蔵 水 の 対 流 の 発 生 が
更 に 抑 制 さ れ る の に 加 え 、 給 水 口 ３ か ら 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ を 介 し て 貯 湯 槽 １ 内 へ 直 接 的
に 供 給 さ れ る 原 水 の 量 も 低 減 さ れ 、 原 水 の 供 給 に よ る 貯 蔵 水 の 対 流 も 抑 制 さ れ る 。 ま た 、
給 水 口 ３ か ら 供 給 さ れ る 原 水 の 温 度 と 、 貯 湯 槽 １ 内 の 底 部 近 傍 の 貯 蔵 水 の 温 度 と の 間 に は
差 が あ る が 、 両 者 は 第 ２ 下 側 整 流 管 ３ ２ 内 で 混 合 さ れ る こ と に よ っ て 温 度 差 が 低 減 さ れ る
た め 、 温 度 差 に よ る 貯 蔵 水 の 対 流 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 従 っ て 、 加 熱 器 ４ ０ （ 図 １ 参 照 ） の 加 熱 能 力 以 内 で 給 湯 し て い る 場 合 、 貯 湯 槽 １ 内 の 底
部 を 除 く 略 全 領 域 に 、 ６ ５ ℃ 以 上 の 高 湯 水 温 領 域 が 形 成 さ れ 、 僅 か に 貯 湯 槽 １ 内 の 底 部 に
、 ２ ５ ℃ 未 満 の 水 温 領 域 が 形 成 さ れ 、 両 者 の 界 面 が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 加 熱 器 ４ ０ （ 図 １
参 照 ） の 加 熱 能 力 以 上 の 給 湯 が 負 荷 さ れ た 場 合 、 前 記 界 面 が 略 保 た れ た 状 態 で 高 湯 水 温 領
域 の 湯 水 が 給 湯 口 ２ か ら 給 湯 さ れ る た め 、 高 湯 水 温 領 域 の 湯 水 が 略 全 量 、 貯 湯 槽 １ か ら 吐
出 さ れ る ま で 、 有 効 温 度 の 湯 水 が 供 給 さ れ 続 け る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 ト ン ネ ル 状 の 第 ２ 上 側 整 流 器 ３ １ 及 び 第 ２ 下 側 整 流 器 ３ ２ を 配 設
し て あ る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 給 湯 口 ２ 、 返 湯 口 ６ 及 び 注 湯 口 ５ の 近 傍 に 板 状 部 材
を 対 向 配 置 し て な る 第 ２ 上 側 整 流 部 材 、 及 び 給 水 口 ３ 及 び 取 水 口 ４ の 近 傍 に 板 状 部 材 を 対
向 配 置 し て な る 第 ２ 下 側 整 流 部 材 を 配 設 し て も よ い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ６ は 、 実 施 例 ３ に 係 る 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 有 効 温 度 の 湯 水 の 貯 蔵 容
量 を 可 変 に し て あ る 。 な お 、 図 中 、 図 １ に 示 し た 部 分 に 対 応 す る 部 分 に は 同 じ 番 号 を 付 し
て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ６ に 示 し た 如 く 、 本 実 施 例 に あ っ て は 、 貯 湯 槽 １ の 底 部 １ ０ ｃ に 取 付 け た 検 温 器 ４ ３
と は 別 に 、 当 該 検 温 器 ４ ３ よ り 高 い 位 置 で あ る 本 体 １ ０ ａ に 、 貯 湯 槽 １ 内 の 湯 水 の 温 度 を
検 出 す る １ 又 は 複 数 の （ 図 ８ に あ っ て は ２ つ ） の 第 ２ 検 温 器 ４ ４ 及 び 第 ３ 検 温 器 ４ ５ が 高
さ 方 向 へ 位 置 を 異 な ら せ て 取 り 付 け て あ り 、 検 温 器 ４ ３ 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ 及 び 第 ３ 検 温 器
４ ５ が 検 出 し 湯 水 の 温 度 は 、 ポ ン プ ４ １ の オ ン ・ オ フ を 制 御 す べ く 前 述 し た サ ー モ ス タ ッ
ト ４ ２ （ 図 １ 参 照 ） を 内 蔵 す る 制 御 盤 ３ ５ に 与 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 示 し た 制 御 盤 ３ ５ の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ る 。 制 御 盤 ３ ５ に は
、 当 該 制 御 盤 ３ ５ へ の 電 力 の 供 給 ／ 停 止 を 切 り 替 え る 電 源 ス イ ッ チ ３ ５ １ が 設 け て あ り 、
更 に 、 現 時 刻 を 表 示 す る 時 計 ３ ５ ２ が 設 け て あ る 。 ま た 、 前 述 し た 検 温 器 ４ ３ 、 第 ２ 検 温
器 ４ ４ 及 び 第 ３ 検 温 器 ４ ５ が 検 出 し 湯 水 の 温 度 を 表 示 す る 複 数 （ 図 ７ で は ３ つ ） の 温 度 表
示 器 ３ ５ ９ ， ３ ５ ９ ， ３ ５ ９ も 設 け て あ る 。
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【 ０ １ ０ ４ 】
　 制 御 盤 ３ ５ に は 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 中 断 し て 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ よ
り 下 側 に 取 付 け た 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 開 始 す る 時 刻 を 設 定 す る 第 １ 時
刻 設 定 器 ３ ５ ３ 、 及 び 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 結 果 に よ る に よ る 制 御 を 中 断 し て 、 第 ３ 検 温
器 ４ ５ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 開 始 す る 時 刻 を 設 定 す る 第 ２ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ４ を 備 え る タ
イ マ ３ ５ ７ が 設 け て あ り 、 タ イ マ ３ ５ ７ に は 、 設 定 し た 時 刻 を セ ッ ト す る セ ッ ト ボ タ ン ３
５ ５ 、 及 び セ ッ ト し た 時 刻 を 解 除 す る リ セ ッ ト ボ タ ン ３ ５ ６ 等 も 設 け て あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 第 １ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ３ は 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 結 果 に よ る に よ
る 制 御 を 中 断 し て 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 開 始 す る 時 刻 を 設 定 す る よ う
に し て あ り 、 第 ２ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ４ は 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 結 果 に よ る に よ る 制 御 を 中
断 し て 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 開 始 す る 時 刻 を 設 定 す る よ う に し て あ る
が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 そ れ ら と 反 対 、 即 ち 、 第 １ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ３ は 、 第 ２ 検 温 器
４ ４ の 検 温 結 果 に よ る に よ る 制 御 を 中 断 し て 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 開
始 す る 時 刻 を 設 定 す る よ う に し 、 第 ２ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ４ は 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 結 果 に
よ る に よ る 制 御 を 中 断 し て 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 開 始 す る 時 刻 を 設 定
す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 第 １ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ３ 及 び ／ 若 し く は 第 ２ 時 刻 設 定 器 ３ ５
４ に 代 え て 、 又 は 第 １ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ３ 及 び 第 ２ 時 刻 設 定 器 ３ ５ ４ に 加 え て 、 前 述 し た 検
温 器 ４ ３ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 開 始 す る 時 刻 を 設 定 す る 他 の 時 刻 設 定 器 を 設 け る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 制 御 盤 ３ ５ に は 、 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ が 回 動 可 能 に 取 り 付 け て あ り 、 該 切 替 ス イ
ッ チ ４ ０ ０ に よ っ て 、 検 温 器 ４ ３ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 行 う 第 １ 位 置 （ 「 最 下 」 ） ４ ０
１ 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 結 果 に よ る に よ る 制 御 を 行 う 第 ２ 位 置 （ 「 下 」 ） ４ ０ ２ 、 第 ３
検 温 器 ４ ５ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 行 う 第 ３ 位 置 （ 「 上 」 ） ４ ０ ３ 、 タ イ マ ３ ５ ７ の 設 定
時 間 で 制 御 対 象 の 検 温 器 を 変 更 す る 第 ４ 位 置 （ 「 タ イ マ 」 ） ４ ０ ４ に 切 り 替 え る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 制 御 盤 ３ ５ に あ っ て は 、 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ が 、 第 １ 位 置 ４ ０ １ か ら 第 ３ 位
置 ４ ０ ３ の い ず れ か に 切 り 替 え ら れ た 場 合 、 対 応 す る 検 温 器 ４ ３ ～ ４ ５ の 検 温 値 が 所 定 温
度 以 下 に な っ た と き 、 内 蔵 す る サ ー モ ス タ ッ ト が オ ン （ 又 は オ フ ） し て 、 ポ ン プ ４ １ を 作
動 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 一 方 、 制 御 盤 ３ ５ は 、 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ が 第 ４ 位 置 ４ ０ ４ に 切 り 替 え ら れ た 場 合 、 タ
イ マ ３ ５ ７ で 設 定 さ れ た 時 刻 と 時 計 ３ ５ ２ が 計 測 し た 時 刻 と が 一 致 し た と き 、 対 応 す る 第
２ 検 温 器 ４ ４ 又 は 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 値 が 入 力 さ れ る よ う に 切 り 替 え 、 入 力 さ れ た 検 温
値 が 所 定 温 度 以 下 に な っ た と き 、 内 蔵 す る サ ー モ ス タ ッ ト が オ ン （ 又 は オ フ ） し て 、 ポ ン
プ ４ １ を 作 動 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 給 湯 装 置 を 設 置 す る 施 設 、 例 え ば 銭 湯 に あ っ て は 、 営 業 時 間 帯 内 で 湯 水 の 使
用 量 が 変 動 す る た め 、 そ の 変 動 に 応 じ て 、 湯 水 の 使 用 量 が 少 な い 時 間 帯 で は 、 貯 湯 槽 １ 内
に お い て 、 有 効 温 度 の 湯 水 の 貯 蔵 容 量 を 小 さ く し 、 湯 水 の 使 用 量 が 多 い 時 間 帯 で は 、 貯 湯
槽 １ 内 に お い て 、 有 効 温 度 の 湯 水 の 貯 蔵 容 量 を 大 き く す る よ う に す れ ば 、 原 水 の 加 熱 に 要
す る 燃 料 コ ス ト を 可 及 的 に 低 減 す る こ と が で き 、 給 湯 装 置 の ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 小 さ く す
る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 給 湯 装 置 に あ っ て は 、 前 述 し た 如 く 貯 湯 槽 １ 内 で 高 湯 水 温 領 域 と 水 温 領
域 と の 界 面 を 維 持 し た 状 態 で 給 湯 、 取 水 及 び 給 水 を 行 う こ と が で き る の に 加 え 、 検 温 器 ４
３ ～ ４ ５ 及 び 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ を 設 け て な る 制 御 盤 ３ ５ を 備 え る た め 、 切 替 ス イ ッ チ ４
０ ０ が 、 第 １ 位 置 ４ ０ １ か ら 第 ３ 位 置 ４ ０ ３ の い ず れ か に 切 り 替 え る こ と に よ っ て 、 貯 湯
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槽 １ に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 は 、 貯 湯 槽 １ の 天 井 部 １ ０ ｂ か ら 対 応 す る 検 温 器
４ ３ ～ ４ ５ が 取 り 付 け ら れ た 高 さ 位 置 ま で の 容 量 に そ れ ぞ れ 変 更 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 従 っ て 、 前 記 施 設 に お い て 、 湯 水 の 使 用 量 が 多 い 時 間 帯 で は 、 管 理 者 が 切 替 ス イ ッ チ ４
０ ０ を 第 １ 位 置 ４ ０ １ 又 は 第 ２ 位 置 ４ ０ ２ に 切 り 替 え る こ と に よ っ て 、 貯 湯 槽 １ に 貯 蔵 さ
れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 大 き く し 、 湯 水 の 使 用 量 が 少 な い 時 間 帯 で は 、 管 理 者 が 切 替
ス イ ッ チ ４ ０ ０ を 第 ２ 位 置 ４ ０ ２ 又 は 第 ３ 位 置 ４ ０ ３ に 切 り 替 え る こ と に よ っ て 、 貯 湯 槽
１ に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 一 方 、 管 理 者 が 予 め 切
替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ を 第 ４ 位 置 ４ ０ ４ に 切 り 替 え て お い た 場 合 、 タ イ マ ３ ５ ７ で セ ッ ト し た
時 刻 に 応 じ て 、 貯 湯 槽 １ に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 大 小 変 更 す る こ と が で き る
。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ １ １ ２ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 貯 湯 槽 １ に 貯 蔵 す べ き 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 の 変 動 は 、 営 業 時 間
帯 内 の み な ら ず 、 季 節 に よ っ て も 生 じ る 。 即 ち 、 冬 季 で は 、 原 水 の 温 度 が 低 い た め 、 適 宜
量 の 高 温 の 湯 水 に 少 量 の 原 水 を 混 合 す る こ と で 所 要 量 の 適 温 の 湯 水 に す る こ と が で き 、 従
っ て 相 対 的 に 湯 水 の 使 用 量 が 増 大 し て 、 貯 湯 槽 １ か ら 吐 出 さ れ る 給 湯 量 が 多 い 。 一 方 、 夏
季 で は 、 原 水 の 温 度 が 高 い た め 、 少 量 の 高 温 の 湯 水 で も 原 水 を 混 合 さ せ る こ と で 所 要 量 の
適 温 の 湯 水 を 得 る こ と が で き 、 従 っ て 相 対 的 に 湯 水 の 使 用 量 が 減 少 し 、 貯 湯 槽 １ か ら 吐 出
さ れ る 給 湯 量 が 少 な い 。 そ こ で 、 本 実 施 例 に 係 る 給 湯 装 置 で は 、 前 同 様 、 手 動 で 、 貯 湯 槽
１ に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 切 り 替 え る こ と が で き る の に 加 え 、 原 水 の 温 度 に
基 づ い て 自 動 で 、 貯 湯 槽 １ に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 切 り 替 え る こ と が で き る
よ う に し て あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ８ は 、 実 施 例 ４ に 係 る 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 ９ は 、 図 ８ に 示 し た 制
御 盤 ３ ５ ａ の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ る 。 な お 、 両 図 中 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 し た 部
分 に 対 応 す る 部 分 に は 同 じ 番 号 を 付 し て そ の 説 明 の 一 部 又 は 全 部 を 省 略 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 し た 如 く 、 本 実 施 例 に 係 る 給 湯 装 置 に あ っ て は 、 貯 湯 槽 １ に お け る 原
水 の 給 水 口 又 は 原 水 の 給 水 管 ５ ０ の 適 宜 位 置 に 原 水 の 温 度 を 検 出 す る 原 水 用 検 温 器 ４ ９ が
配 設 し て あ り 、 原 水 用 検 温 器 ４ ９ が 検 出 し た 原 水 の 温 度 は 、 制 御 盤 ３ ５ ａ に 与 え ら れ る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 制 御 盤 ３ ５ ａ に は 基 準 温 度 を 設 定 す る た め の 温 度 設 定 器 ３ ５ ８ が 設 け て あ り 、 温 度 設 定
器 ３ ５ ８ に よ っ て 適 宜 の 基 準 温 度 を 設 定 し 得 る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 制 御 盤 ３ ５ ａ に
は 、 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ が 回 動 可 能 に 取 り 付 け て あ り 、 該 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ に よ っ て 、
検 温 器 ４ ３ の 検 温 結 果 に よ る 制 御 を 行 う 第 １ 位 置 （ 「 最 大 」 ） ４ ０ １ 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の
検 温 結 果 に よ る に よ る 制 御 を 行 う 第 ２ 位 置 （ 「 冬 」 ） ４ ０ ２ 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 結 果
に よ る 制 御 を 行 う 第 ３ 位 置 （ 「 夏 」 ） ４ ０ ３ 、 原 水 用 検 温 器 ４ ９ の 検 出 値 に 基 づ い て 制 御
対 象 の 検 温 器 を 変 更 す る 第 ４ 位 置 （ 「 自 動 」 ） ４ ０ ４ に 切 り 替 え る こ と が で き る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 こ の よ う な 制 御 盤 ３ ５ ａ に あ っ て は 、 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ が 、 第 １ 位 置 ４ ０ １ か ら 第 ３
位 置 ４ ０ ３ の い ず れ か に 切 り 替 え ら れ た 場 合 、 対 応 す る 検 温 器 ４ ３ ～ ４ ５ の 検 温 値 が 所 定
温 度 以 下 に な っ た と き 、 内 蔵 す る サ ー モ ス タ ッ ト が オ ン （ 又 は オ フ ） し て 、 ポ ン プ ４ １ を
作 動 さ せ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 一 方 、 制 御 盤 ３ ５ ａ は 、 切 替 ス イ ッ チ ４ ０ ０ が 第 ４ 位 置 ４ ０ ４ に 切 り 替 え ら れ た 場 合 、
原 水 用 検 温 器 ４ ９ が 検 出 し た 原 水 の 温 度 が 温 度 設 定 器 ３ ５ ８ で 設 定 さ れ た 基 準 温 度 以 下 の
と き 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 値 が 入 力 さ れ る よ う に 切 り 替 え 、 原 水 用 検 温 器 ４ ９ が 検 出 し
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た 原 水 の 温 度 が 温 度 設 定 器 ３ ５ ８ で 設 定 さ れ た 基 準 温 度 を 超 え た と き 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の
検 温 値 が 入 力 さ れ る よ う に 切 り 替 え 、 入 力 さ れ た 検 温 値 が 所 定 温 度 以 下 に な っ た と き 、 内
蔵 す る サ ー モ ス タ ッ ト が オ ン （ 又 は オ フ ） し て 、 ポ ン プ ４ １ を 作 動 さ せ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 こ れ に よ っ て 、 原 水 の 温 度 が 高 い 夏 季 で は 、 第 ３ 検 温 器 ４ ５ の 検 温 値 に 基 づ い て ポ ン プ
４ １ を 作 動 制 御 が 実 施 さ れ る た め 、 貯 湯 槽 １ に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 小 さ く
す る こ と が で き 、 原 水 の 温 度 が 低 い 冬 季 で は 、 第 ２ 検 温 器 ４ ４ の 検 温 値 に 基 づ い て ポ ン プ
４ １ を 作 動 制 御 が 実 施 さ れ る た め 、 貯 湯 槽 １ に 貯 蔵 さ れ る 有 効 温 度 の 湯 水 の 容 量 を 大 き く
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 貯 湯 槽 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 給 湯 装 置 に お い て 、 貯 湯 槽 内 の 湯 水 を 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え て
給 湯 し た 場 合 の 貯 湯 槽 内 の 貯 蔵 水 の 温 度 変 化 を 模 式 的 に 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 貯 湯 槽 及 び 従 来 の 貯 湯 槽 を 用 い て 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 以 上 の 給 湯 を
行 っ た 場 合 の 給 湯 水 の 温 度 を 経 時 的 に 測 定 し た 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ に 係 る 貯 湯 槽 の 部 分 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ３ に 係 る 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 し た 制 御 盤 の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ４ に 係 る 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 し た 制 御 盤 の 構 成 例 を 示 す 模 式 的 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 給 湯 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 し た 貯 湯 槽 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 貯 湯 槽 内 の 湯 水 を 、 加 熱 器 の 加 熱 能 力 を 超 え て 給 湯 し た 場 合 の 貯 湯 槽 内
の 貯 蔵 水 の 温 度 変 化 を 模 式 的 に 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ０ 】
　 １ 　 　 　 貯 湯 槽
　 ２ 　 　 　 給 湯 口
　 ３ 　 　 　 給 水 口
　 ４ 　 　 　 取 水 口
　 ５ 　 　 　 注 湯 口
　 ６ 　 　 　 返 湯 口
　 １ ０ 　 　 槽 本 体
　 １ ０ ａ 　 本 体
　 １ ０ ｂ 　 天 井 部
　 １ ０ ｃ 　 底 部
　 １ １ 　 　 第 １ 上 側 整 流 器
　 １ ２ 　 　 第 １ 下 側 整 流 器
　 ２ ０ 　 　 槽 本 体
　 ２ ０ ａ 　 本 体
　 ２ ０ ｂ 　 側 部
　 ２ ３ 　 　 第 ３ 貫 通 管
　 ２ ４ 　 　 第 ４ 貫 通 管
　 ２ ５ 　 　 第 １ 貫 通 管
　 ２ ６ 　 　 第 ２ 貫 通 管
　 ３ １ 　 　 第 ２ 上 側 整 流 器
　 ３ ２ 　 　 第 ２ 下 側 整 流 器
　 ３ ５ 　 　 制 御 盤
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　 ４ ０ 　 　 加 熱 器
　 ４ １ 　 　 ポ ン プ
　 ４ ２ 　 　 サ ー モ ス タ ッ ト
　 ４ ３ 　 　 検 温 器
　 ４ ４ 　 　 第 ２ 検 温 器
　 ４ ５ 　 　 第 ３ 検 温 器
　 ４ ９ 　 　 原 水 用 検 温 器
　 ５ ０ 　 　 給 水 管
　 ５ １ 　 　 給 湯 管
　 ５ ２ 　 　 返 湯 管
　 ５ ３ 　 　 取 水 管
　 ５ ４ 　 　 注 湯 管
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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